


Lapizとは

銃 を 持 つ 少 女

Ｌａｐｉｚ （ ラピス ） はスペイン語で鉛筆の意味。

地球上には、一本の鉛筆すら手にすることができ

ない子どもが大勢いる。

貧困、 紛争や戦乱、迫害などによって学ぶ機会

を奪われた子どもたち。 鉛筆を持てば、 宝物のよ

うに大事にし、字を覚え、絵をかくだろう 。

世界中の子どもたちに笑顔を。

Ｌａｐｉｚ にはそんな思いが込められている。
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巻頭言　Lapiz編集長　井上脩身

Lapiz 編集長 井上脩身

関電幹部告発表明の新聞記事

新聞の２段の記事 
に目が留まりました。
見出しは「関電幹部
らを告発へ」とあり
ます。記事は、関西
電力役員らの金品受
領問題で、福井と関
西の住民でつくる市
民グループ「関電の
原発マネー不正還流
を告発する会」が、「金
品の受け取りは会社
法の収賄や特別背任
に当たる」として、
八木誠前会長ら２０
人を大阪地検に告発
すると表明した（１
０月２５日付毎日新

この記事にいう「関電金品受領問題」というのは、９
月２７日付の同紙で、共同通信の取材として特報された
ものです。同日、関電は大阪市の本社で緊急記者会見を
開き、岩根茂社長が「関係者に多大の心配と迷惑をかけ
た」と頭を下げたうえで、高浜原発がある福井県高浜町
の元助役、森山栄治氏（今年３月死去）から役員ら２０
人が計３億２０００万円相当を受け取っていたことを認
めました。

関電役員らに金品を提供した森山氏は高浜町の出身。
京都府内の自治体職員を経て１９６９年、４１歳で同町
役場に入り、高浜原発１号機が営業運転を始めた翌年の
１９７５年に収入役に就任、７７～８７年に助役を務め
ました。原発反対運動が激しいなかでも誘致に熱心で、
８５年に営業運転を開始した同原発３、４号機では誘致
のための地元調整に尽力したといいます。報道によりま
すと、役場を退職後も関電の複数の協力会社の役員に就
いており、地元業者から「関電から仕事をもらうには、
森山さんくらいのコネがないとダメだ」とうわさされる
ほどのやり手でした。

森山氏による金品提供は１９８０年代にはじまったと

聞）というものです。１２月上旬にも告発状の提出を予
定しているといいます。告発がなされた場合、検察が起
訴に踏み切るかどうかが焦点になるでしょう。
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巻頭言　Lapiz編集長　井上脩身

みられています。その提供には２００４年８月の美浜原
発事故と１１年の福島第一原発事故の二つの山があった
そうです。

美浜原発事故は、３号機の破れた配管から高温の蒸気 
が噴出、協力会社の作業員５人が死亡、６人がけがをし
たというものです。営業運転中の原発での死傷事故は国
内で初めてで、関電への地元の不信感が強くなりました。
関電は０５年７月、原子力事業本部を大阪本社から美浜
町に移転、３人だった常勤社員を、副社長が兼ねる本部
長を含む８人に増員。これを機に森山氏からの金品受領
が盛んになりました。

２０１１年の福島事故を機に高浜、美浜、大飯の３原 
発は長期停止。関電にとって原発再稼働が最優先課題に
なり、「地域の実力者の森山氏の機嫌を損ねると、原発
再稼働に影響すると考えて金品を受け取った」（八木前
会長）と抗弁しています。

関電は、２０１８年１月に国税当局が地元業者を査察 
したことにともなって社内調査を行いました。報告書は
取締役会にも報告されませんでしたが、問題が明るみに
出たため公表。それによりますと（肩書は報告当時）、
八木会長＝商品券３０万円分、金貨６３枚、金杯７セッ
ト、スーツ２着（８５９万円相当）▽岩根社長＝金貨１
０枚（１５０万円相当）▽豊松秀己元副社長（元原子力
事業本部長）＝現金４１００万円、商品券２３００万円
分、７万米ドル、金貨１９０枚、金杯１セット、スーツ
２０着（１億１０５７万円相当）▽森中郁雄副社長（原
子力事業本部長）＝現金２０６０万円、商品券７００万

円分、４万米ドル、金貨４枚、スーツ１６着（４０６０
万円相当）▽鈴木聡常務執行役員（原子力事業本部長代
理）＝現金７８３１万円、商品券１９５０万円分、３万
５０００米ドル、金貨８５枚、金５００グラム、スーツ
１４着（１億２３６７万円相当）▽大塚茂樹常務執行役
員（元副原子力事業本部長）＝現金２００万円、商品券
２１０万円分、１万米ドル、スーツ４着（７２０万円相
当）――となっています。
１億円相当以上もの金品を受領していたとは驚きを通
り越して、あ然とするしかありません。それにも増して
信じがたいことは森山氏が３億円以上もの金品を提供で
きたことです。一個人の贈り物というにはケタが外れす
ぎています。国税当局の査察で、森山氏が、関電の原発
関連工事を行う「吉田開発」（高浜町）から、工事受注
手数料として約３億円を受け取っていたことが判明して
います。金品提供額との合致は単なる偶然ではないでし
ょう。これは一体何を物語るのでしょうか。

大島堅一龍谷大教授（原子力市民委員会座長）が記者
のインタビューに対し次のように述べています。（１０
月４日付毎日新聞）。
電力会社から原発立地の業者に不透明な金の流れや工
事発注があったという話ならば過去に聞いたことがある
が、今回は逆に、地元の建設業者から電力会社に金品が
供与された。いかに電力会社と原発立地業者が癒着して
きたかが浮き彫りになった。３億円を提供できるほど、
業者は原発関連工事でもうけていたということ。その「原
発マネー」が地元の顔役を通して原子力幹部に還流した
のだろう。原発の発電コストは（福島）事故後、ますま
す膨らんでいる。その膨らむコストの陰で、一部業者が
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巻頭言　Lapiz編集長　井上脩身

事業推進にからんで関電役員らが金品受領した関電高浜原発

さらにもうけ、その金が電力会社に還流していたことが
わかった。国民はもっと怒っていい。

関電が地元に投入した原発マネーが裏金として戻って 
きたということなら、元の原発マネー自体が裏金ではな
いか、との疑いが生じます。裏金であれば犯罪の疑いが
濃厚です。しかも１億円相当以上もの金品を受け取った
人が２人もいるのです。これを見逃すことはできません。
会社法には企業の役員らが任務に反して会社に損害を
与えた場合について、特別背任罪（１０年以下の懲役か
１０００万円以下の罰金、またはその両方）の規程を置
いています。同罪の構成要件は、自己や第三者の利益を
図る目的があることです。弁護士らが作成した関電の調

査報告書には、工事発注額は適切に算定されていたとし
て関電の損害を否定。金品の受領について、森山氏との
関係悪化を懸念したもので、利益を得る目的ではなかっ
たとしています。
同法は、役員らが職務に関し、不正の請諾を受けて財
産上の利益を得たり要求したりした場合について、収賄
罪（５年以下の懲役か５００万円以下の罰金）の規定を
設けています。不正の請諾の存在を立証しなければなら
ず、公務員の収賄罪より罪に問うハードルが高いとされ
ています。

すでに述べたように１億円相当を超える金品を受け取
っていた役員がいるのです。これが不正でなくてなんで
しょう。交通事故でけがを負わせれば自動車運転過失傷
害罪が適用されるのに、原発マネーで私服を肥やしても
刑事責任が一切問われないというのでは、余りにも不条
理というべきではないでしょうか。
関電幹部を告発すると表明した市民グループの代理人
を務める弁護士は記者会見で「市民の電気料金が関電の
幹部に還流していた。懐に入れた人は罰されるべきだ」
と訴えました。これこそ正常な市民感覚でしょう。
しかし、原発事業に関しては市民感覚と真逆なのが実
態です。福島第一原発事故の刑事責任について東京地裁
は東電元幹部に無罪を言い渡しました。津波襲来の可能
性について報告があがっていたのに手を打たなかった幹
部たちに刑事上何のおとがめもないのです。これもまた
不条理の極みというべきでしょう。危険この上ない原発
事業者には厳しく過失責任を問うべきではないか。とい
う観点から本号の「原発を考えるシリーズ」では、過失
の認定について考察してみました。 了
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Cover Story 中川眞須良

池田刃物製作所
４代目 池田 良一(いけだ りょういち）

１９７２年生まれ

堺市堺区北庄町１丁に仕事場と住居を構える。
高校卒業後すぐ先代刀匠である父・辰男氏に師事。
２００３年島根県奥出雲で行われた全国試験で刀
匠の資格を取得し、伝統工芸士と合わせ２つの称
号を持つ堺市内でも数少ない鍛冶屋である。
日常の作業は、鉄と鋼を合わせて打つ鍛接工法

による行程が中心である。しかし得意先からは何
故か特殊品(小さめの小刀、ペーパーナイフなどの
別注品）の製作依頼が多いとか。
「注文があれば可能なものはなんでも作ります。」
と。
撮影の後、仕事に対する主義、信条のようなも

のがあれば？の問いかけに、「私はこの世界ではま
だまだ中堅、この年で自分の仕事観のような事を
口にするのは時期尚早、口幅ったいです。あと３
０年ほど先に、自信を持って言えるようになって
いれば・・・」
この時大きく目を見開いて、初めてわずかに笑

みがこぼれた
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Cover Story 中川眞須良

左：鍛接用のベルトハンマー
下：小刀（商品））
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breath of CITY  北博文

写真 北博文

め ぐ り め く 変 化 す る 都 市 光 景 を 一 期 一 会 と し て 感 じ る ま ま に

フ ァ ン イ ン ダ ー の フ ル フ レ ー ム で 切 り 撮 っ て い ま す 。

人 間 が 利 便 性 を 探 求 し て 作 り 上 げ た 都 市 が 今 や 独 自 に 生 き る 術 を

得 た か の よ う に 朝 ・ 昼 ・ 晩 と 表 情 を 変 え な が ら 人 の 心 を 揺 さ ぶ り

そ の 反 応 を 眺 め て い る か の 様 な 虚 実 的 な 都 市 の 空 気 感 を 撮 ら え て

行 き た い と 思 っ て い ま す 。

北 博文

神戸生まれ。神戸市外国語大学卒業。
建 築 士 、 フ ォ ト グ ラ フ ァ ー 。
http://tefteff.com/index.html
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breath of CITY  北博文
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breath of CITY  北博文

Fin
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breath of CITY  北博文
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breath of CITY  北博文
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新刊案内　申請「菜園家族」日本　小貫雅男・伊藤恵子　著

小貫雅男・伊藤恵子 著

内容紹介
世界は変わる
混迷と保身の「令和」の時代
大地に根ざした、素朴で精神性豊かな
新生「菜園家族」日本が
東アジア民衆の連帯に先鞭をつける

小さな「地域」から除く世界の真実
東アジアの片田舎の小さな「地域」
人知れず権力と闘った
民衆の苦闘の姿を見つめ
この地域世界の特質と課題を明らかにし
21 世紀、私たちの未来への展望を探る。

甦る大地の記憶
心ひたす未来への予感
～～～
本書は、海図なきこの時代にあって、かつての 19 世紀以来の未来社会
論に対して、21 世紀私たち自身の新たな未来社会のあり方を探究する
ものであるが、今述べたような問題意識から、その前提として、まず
冒頭の第 I 章および第 II 章において、「東アジア近代への胎動、民衆
の可能性と限界」および、「『東アジア世界』の歴史的構造とその展開
の特質」をテーマに設定し、日本の近現代を東アジアの歴史構造のな

かで捉え直し、自らを、自らの問題として検証することからはじめることにした。 (「はしがきにかえて」より)
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ドローンの世界　～秋～　小田 真
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ドローンの世界　～秋～　小田 真

兵庫県丹波市井原
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ドローンの世界　～秋～　小田 真

奈良県御所市金剛山東麓
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ドローンの世界　～秋～　小田 真

奈良県御所市風の森
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ドローンの世界　～秋～　小田 真

奈良県大台ケ原ドライブウェイ
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ドローンの世界　～秋～　小田 真

奈良県大台ケ原ドライブウェイ
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ドローンの世界　～秋～　小田 真

奈良県下北山村池原ダム湖
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ドローンの世界　～秋～　小田 真

奈良県宇陀市室生
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ドローンの世界　～秋～　小田 真

奈良県宇陀市室生
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ドローンの世界　～秋～　小田 真

奈良県川上村中奥
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ドローンの世界　～秋～　小田 真

奈良県川上村中奥
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Okkoの眼　住吉大社の観月祭　村島吉彦
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Okkoの眼　住吉大社の観月祭　村島吉彦

観月祭（かんげつさい）は中秋の名月の日に行われる。
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Okkoの眼　住吉大社の観月祭　村島吉彦
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Okkoの眼　住吉大社の観月祭　村島吉彦
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Okkoの眼　住吉大社の観月祭　村島吉彦
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Okkoの眼　住吉大社の観月祭　村島吉彦
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Okkoの眼　住吉大社の観月祭　村島吉彦
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Okkoの眼　住吉大社の観月祭　村島吉彦
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ロシア・サハリン州ユジノサハリンスクに住む
一人の画家と写真記者、

それに日本人の写真家が競作する。
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三匹が撮る！



三匹が撮る！　Lee E-sik
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三匹が撮る！　Lee E-sik

この大学では、アーティストやデザイナーになるための勉強をします。
デ・ソン・ヨン先生は絵画を教えています。これは、学生がみずからの
肖像画を描いたレッスンのレポートです。 Lee E-sik
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三匹が撮る！　Lee E-sik
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三匹が撮る！　Lee E-sik
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49



三匹が撮る！　Lee E-sik
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三匹が撮る！　Lee E-sik
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三匹が撮る！　Lee E-sik
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三匹が撮る！　Dyu Men Su
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三匹が撮る！　Dyu Men Su
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三匹が撮る！　Dyu Men Su
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三匹が撮る！　Dyu Men Su
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三匹が撮る！　Dyu Men Su
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三匹が撮る！　Dyu Men Su
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三匹が撮る！　Dyu Men Su
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三匹が撮る！　Dyu Men Su
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三匹が撮る！　Dyu Men Su
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三匹が撮る！　Dyu Men Su
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三匹が撮る！　Katayama　Michio
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三匹が撮る！　Katayama　Michio

扶餘（プヨ）と言う古
代の都があった。戦争
でほとんどが失われた。
660 年のことである。
つまりわが国と同盟関
係にあった百済という
国のことである。歴史
にその名が出てくるの
は、4 世紀前半だとい
われている。当時は漢
城（現ソウル） を中心
に存在したと思われる。
北に起こった高句麗と
の戦いに押されて倭と
同盟を結んだが敗れて
漢城を追われて 熊津
（現・忠清南道公州市）
に遷し、百済を復興し
た。その後、501 年に
即位した武寧王が百済
の復興にその力を発揮
・安定した。その後 538
年都を熊津から泗沘（現
・忠清南道扶余郡）に
遷した。定林寺は 6 世
紀半ばに創建された仏
教寺院である。
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三匹が撮る！　Katayama　Michio

百済は倭
国とのか
かわりが
歴史的に
深い。し
かしこの
定林寺と
の具体的
な関係は
不明だ。
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三匹が撮る！　Katayama　Michio

68



三匹が撮る！　Katayama　Michio

古代王国百済(ペッチェ)の仏教文化がもっと
も花開いたのは、現在の扶余(プヨ)である泗沘
(サビ)に都がおかれた時代(538 年～ 660 年)だっ
た。
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三匹が撮る！　Katayama　Michio

秋の空にそび
える五層石塔

高さ：8,33 米
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三匹が撮る！　Katayama　Michio

百済滅亡後、
高麗時代に再
び繁栄した定
林寺の本尊仏
だったと考え
られている石
仏坐像（5.62m）
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文 Lapiz 編集長 井上脩身

令和の時代が幕を開けた今年、ラグビーワールドカップ
での日本チームの活躍に沸き、来年の東京オリンピックへ
の期待が高まっている。明るい未来が約束されているかの
ようだ。そういえるのか。９月２４日の毎日新聞夕刊に気
になる特集記事が載った。見出しは「今は昭和３年に酷似」
とある。昭和３年は西暦でいえば１９２８年。９１年前で
ある。そういえば１０月に天皇の即位礼の儀式が行われた
が、昭和天皇の即位礼が営まれたのも昭和３年だった。そ
の１３年後の１９４１年に太平洋戦争が始まっている。酷
似とは、「戦争前の時代」ということなのであろうか。
（写真は昭和天皇の即位の礼の昭和天皇 昭和 3 年（1928 年）11 月 10 日）
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戦前回帰へのルビコン川

「酷似している」と主
張しているのは内田博
文・九州大学名誉教授。
専門は刑事法学。戦時
体制の礎を築いた治安
維持法の制定過程を研
究している。
記事のなかで内田氏

は、安倍政権が行った
特定秘密保護法制定、
集団的自衛権の行使容
認、安全保障関連法の
整備など、この数年急
速に進めてきた国の権
限を強める法整備や自
衛隊を明記する憲法改
正への動きなどの現況
と、戦時体制を強めて

きた昭和３年とはよく似ていると指摘する。
昭和３年とはどんな時代だったのか。内田氏の解説を
要約すると以下の通りである。
治安維持法（１９２５年に制定）は昭和３年に緊急勅
令と議会の事後承認の形で大幅に改定された。国体の変
革が厳罰化されて最高刑が死刑になり、結社目的遂行罪
も新設された。
この法律の対象は、当初は無政府主義者や共産党員だ
ったが、やがて労働組合員や反戦運動家に広がり、太平

洋戦争直前の１９４１年の改正時には、「普通の人たち」
の「普通の生活」が国の監視や取り締まりの対象になっ
た。
内田氏によると、国が戦時体制を推し進める際には①
治安体制②秘密保護・情報統制③国家総動員法制④組織
法制――などをセットで整備する。実際、改正軍機保護
法（１９３７年）、国防保安法（１９４１年）の制定に
よって国家のすべての人的・物的資源を戦争遂行のため
に統制、運用できるようにした。こうした流れのなかで
満州事変（１９３１年）が勃発、戦線が拡大し太平洋戦
争になだれこんだ。
内田氏は「昭和３年の段階であれば、治安維持法を廃
止して引き返す選択もできた。しかし当時の世論は軍部
にくみし、後戻りできない状況に進んでいった」という。
では内田氏がみる現在はどんな時代なのか。
第２次安倍政権が発足したのは２０１２年。以降、国
の安全保障に関する情報漏れを防ぐ特定秘密保護法制定
（２０１３年）を皮切りに、翌２０１４年に集団的自衛
権の行使を容認する閣議決定、２０１５年に自衛隊での
海外での武力行使を可能にする安全保障関連法などの整
備が矢継ぎ早に行われた。さらに２０１７年には、過去
３度廃案になった共謀罪の趣旨を盛り込んだ改正組織犯
罪処罰法を成立させた。
内田氏は「一連の法整備で、国は都合の悪い情報を国
民に隠し、国民を監視できるようにした。しかも現行憲
法と明らかに矛盾する決定が、戦前よりスピーディーに
行われている」という。そしてこうもいう。「現政権は
日本を新たな戦前にしようと企てている。その証拠に、
戦時体制の構築に向けてさまざまな下準備を進めてき
た。改憲はその総仕上げ。私たちは今、戦前に向かう一
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歩手前、ルビコン川の岸辺に立っている」

人見絹江の銀メダル

「昭和３年に酷似」の新聞記事（９月２４日毎日新聞夕刊より）

内田氏による「昭和３年酷似記事」を読みながら、私 
は『昭和史全記録』（毎日新聞社刊）の昭和３年のペー
ジを繰った。月ごとに１ページが割かれている。２月に
初の普通選挙が行われ、３月は岩波書店待遇改善スト、
４月は野田醤油大争議の記事が見える。どちらかといえ
ば民主主義が浸透し、労働者の人権意識が高まっている
ように感じられる。これだけなら「戦争一歩手前」の気
配はない。
６月のページには「満州某重大事件」の記事と写真が
掲載されている。「張作霖奉天引き揚げの途中、関東軍
河本大作大佐らの策略で列車爆破され当日死亡。当時は
「満州某重大事件として真相が隠された」（６月４日）

▽張作霖爆死事件の責任者処分を発表、陸軍の圧力によ
り、前関東軍参謀河本大作大佐を停職にとどめる。田中
義一首相、天皇に叱責される」（７月１日）▽「田中内
閣総辞職、浜口雄幸民政党内閣成立」（７月２日）――
などとあり、列車爆破現場写真に加えて張作霖とその子
どもが写った写真も掲載されている。
７月はアムステルダム・オリンピック。８００メート
ル競走で人見絹江が銀メダルに輝いたことが写真で紹介
されている。このオリンピックでは織田幹雄が三段跳び
で、鶴田義行が２００メートル平泳ぎでそれぞれ金メダ
ルを獲得。だれがどうみても平和そのものだ。
１１月は２ページ見開きで昭和天皇御大典の記事と写
真。「今上天皇即位礼、京都紫宸殿で挙行。この日午前
の銀座街、それはあたかも元日の朝の様であった」（１
１月１０日）▽「仙洞御所にて大嘗祭」（１１月１４日）
などとある。京都駅前から進む天皇が乗った馬車の写真
が目を引く。
１２月で注目されるのは東京初の陪審裁判。「放火未

遂事件を題材として開廷」（１２月１７日）。陪審法は１
９２３（大正１２）年に成立、昭和３年１０月１日に施
行された。１９４３年に停止。
以上見た通り、オリンピックでの金銀メダルの歓喜あ
り、天皇の即位礼の喜びありで、この国は我が世の春に
包まれている。「満州某重大事件」が、やがてアジアか
ら太平洋を戦争の惨禍に巻き込む起点になると誰が予想
するだろう。
もしこの令和元年が昭和３年に似ているとすれば、こ
の事件のどこかに一致点があるのではないか。私は張作
霖爆死事件に注目した。
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『日本のい
ちばん長い
日』『ノモン
ハンの夏』
などを著し
たノンフィ
クション作
家、半藤一
利氏の『昭
和史１９２
６→１９４
５ 』（ 平 凡
社）。タイト
ル通り昭和
元年から敗
戦までの間
のトピック
スを拾いあ
げたものだ。
その最初に
取り上げて

いるのが張作霖爆死事件である。
半藤氏は「張作霖爆殺事件」としている。列車に乗っ 
ている張作霖を、列車もろとも爆破して殺したのだから、
たしかに爆死でなく爆殺だろう。本項では半藤氏にした
がって張作霖爆殺事件とする。
同書によると、満州に駐留する関東軍は「われわれは

関知しない」と押し通すが、日本軍の謀略であることが
徐々に明らかになる。元老の西園寺公望は「さては陸軍
がやったな」と気づき、田中義一首相に「政府としてこ
の問題をしっかり調べ、犯人が日本人ということになれ
ば厳罰に処さねばならない」と言い渡す。元陸軍大将の
田中首相は「天皇の即位の大典の儀式が済むと陛下に申
し上げる」と返答。実際に天皇に会ったのは事件から半
年後の１２月２４日。「この事件は世界的にも大問題な
ので陸軍としても十分に調査し、陸軍の手が伸びている
ということならば厳罰に処するつもり」と述べたところ、
天皇は「非常によろしい。しっかりやるように」と答え
た。
年が明けると陸軍の謀略であり、首謀者が河本大作大
佐であることがはっきりしてくる。しかし田中首相は、
陸軍の幹部から「あなたも陸軍出身でしょう」などと牽
制されたこともあって、昭和４年５月６日、天皇に「実
は陸軍がやったのではない」などと報告。仮に関東軍に
責任が生じるにしても、ほんの軽い処分で済ませたい旨
を述べた。
これに対し、天皇は『昭和天皇独白録』の中で、「田
中は再び私の処にやって来て、この問題はうやむやの中
に葬りたいという事であった。それでは前言と甚だ相違
したことになるから、私は田中に対し、それでは前と話
が違うではないか、辞表をだしてはどうかと強い語気で
云った」と回想している。
『昭和史全記録』にも「田中義一首相、天皇に叱責され
る」とあり、その翌日、田中首相は辞任している。
一応これでケリがついた形だが、問題はこの後である。
最初に「犯人を厳罰に処すべし」と言った西園寺は、天
皇が田中首相に辞任せよと政治に口出ししたことについ

内閣に「ノー」と言わなくなる天皇
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反対の意見を持っていても裁可を与える決心をした」と
いう。違う意見でも認めることにしたというのである。
半藤氏は「昭和史のスタートのこの事件の意味はここ

にある。昭和天皇が以後、内閣や軍部が一致して決めた
ことをノーと言わない、余計な発言をしないという立場
を守りぬく、これが立憲君主国の君主のあり方と自ら考
えた。これがのちに日本があらぬ方向へ動き出す結果を
もたらす」という。「あらぬ方向」とは軍部の暴走によ

って、アジアから南太平洋にかけて多くの人々に犠牲を
強いるような大戦争を起こすことにほかならない。

「日本国憲法守る」抜きのおことば

天皇を象徴とする現憲法は「天皇は国政に関する権能
を有しない」（第４条）と定めており、天皇は内閣が決
めたことに口をはさめない。天皇に君主としての権力を
与えることは国民主権主義の原則に反しており、当然の
規定であろう。
問題は、天皇が「自分の意見と異なる考えに対しても
認めざるを得ない」ことを逆手にとって、天皇に承認を
得ることがどこまで許されるかである。
前号で私は今年５月の天皇の即位に際しての「おこと
ば」で、前天皇（現上皇）の「おことば」との違いにつ
いて言及した。
前天皇は「皆さんともに日本国憲法を守り、これに従
って責務を果たす」と決意を込めたのに対し、現天皇は
「憲法にのっとり、日本国及び日本国民統合の象徴とし
ての責務を果たす」と述べたにとどまった。
現天皇の「おことば」は、前天皇のそれを基本的に踏
襲しており、前天皇と同じ「おことば」にしようと考え
ていたことは明らかだ。したがって、「皆さんともに日
本国憲法を守り、これに従って責務を果たす」との文言
にしようとしていたと私は想像する。
ではなぜ、「日本国憲法を守り」とせず「憲法にのっ

とり」に変えたのか。前号で、安倍晋三首相が即位の前
に２度、皇太子だった天皇を訪ねていることから、首相
が「日本国憲法を守り」としないよう依頼したのではな

「即位礼正殿の儀」の天皇（毎日新聞）

て、「天皇自ら
そのような発
言をすること
は大きな間違
い」との態度
をとった。そ
れがどう影響
したかは定か
でないが、天
皇は「（辞める
ようにとの）
こんな云い方
をしたのは、
私の若気の至
りである」（『昭
和 天 皇 独 白
録』）ので、「こ
の事件にあっ
て以来、私は
内閣の上奏す
る所のものは
たとえ自分が
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いか、との疑念があると書いた。この点をもう一度考察
したい。
そもそも前天皇は「憲法を守り」ではなく、なぜ「日
本国憲法を守り」と述べたのであろうか。
おそらく前天皇は「ほかならぬ日本国憲法」を強調し
たのであろう。平和主義を掲げる日本国憲法の最大の特
徴は、「戦争を放棄」した第９条にある。前天皇は「憲
法９条を守る」と言いたかったのではないだろうか。即
位時点（平成元年）はすでに憲法９条を守るかどうかは
大きな政治論争になっていた。このためストレートに「憲
法９条」とは言わず「日本国憲法」とオブラートに包ん
だのであろう。
安倍首相は「憲法改正」を政治家としての宿願として
いる。１０月５日の首相所信表明演説では「令和の時代
にふさわしい、希望と誇りある日本をつくり上げる」と
したうえで、憲法改変について「令和時代にどのような
国を目指すのか。その理想を論議する場こそ憲法審査会
ではないか。国会議員がしっかり議論し、国民への責任
を果たそう」と述べた。ここでは野党を意識して「憲法
審査会での論議」と論点をすり替えているが、その実質
は「憲法９条に自衛隊を明記する」ことであることは論
をまたない。所信表明演説をひとことで言うなら「令和
の時代の今こそ憲法９条を変える」であろう。
その安倍首相にとって、天皇が令和の即位に際して「日
本国憲法を守る」と述べるのは政治的に非常に具合が悪
い。そこで「日本国憲法を守る」と言わずにほかの表現
にするよう要請、少なくともその示唆を天皇にしたとい
うのは大いにあり得ることだ。そして、天皇が自分の考
えと違っても首相の意に沿わざるを得ないというも大い
にあり得るのである。しかし、これらはいずれもそう断

毎日新聞から
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言できる証拠はなく私の推測に過ぎない。
だが、私だけの推測とは限らない。１０月２２日の即 
位にともなう「即位礼正殿の儀」での「おことば」の中
でも天皇は「憲法にのっとり、日本国及び日本国民統合
の象徴としてのつとめを果たす」と述べている。ノンフ 
ィクション作家の保阪正康氏は「日本国憲法とせずに一
般用語である憲法としたのは、現状では政治上のテーマ
になっている憲法改正論議から距離を置いていることを
示しているのではないか」と指摘している（１０月２３
日付毎日新聞）。天皇の本心は「日本国憲法を守る」と
保阪氏は思っているようだ。私もそう信じたい。
既に述べたように、昭和３年と平成元年はいずれも天
皇即位の式典が行われた年である。昭和３年はアムステ
ルダム・オリンピックでわき、令和元年は来年の東京オ
リンピックへの期待が膨らむ年である。昭和３年は国民
が「バンザイ」と歓喜の声を上げるような光の裏で、「満
州某重大事件」という暗い影がひそんでいた。令和元年
にそうした影はあるのか。
内田氏は冒頭に挙げた記事の中で「戦前の政府は治安 
維持法の制定により、大日本帝国憲法の事実上の改正を
はかった。現政府も集団的自衛権行使を認める閣議決定
や安全保障関連法案の制定によって憲法９条を骨抜きに
した。過去のあしき手法に学び、踏襲したかの印象だ」
と語る。そして著書『治安維持法と共謀罪』（岩波新書）
の「はじめに」で、「日本国憲法に明確に違反する諸制
度が日本国憲国下の制度として存在する。この大いなる
矛盾が今や日本国憲法を全面改正することによって解消
されようとしている」と指摘する。内田氏からみれば、
「憲法９条の骨抜き」が影の突端なのであろう。

海洋進出をはかる中国、ミサイル発射をつづける北朝
鮮、そして共にアメリカの同盟国である韓国との外交・
経済上のきしみ。今、東アジアは緊張状態にある。こう
したなか、自衛隊がからむ謀略が行われれば一触即発の
危機になりかねない。当然、政府は「戦前の軍部と自衛
隊は違う」と、このような危惧を一笑にふすだろう。だ
が、それを鵜のみにしてよいかどうか。「昭和３年と酷
似している」との指摘がある以上、外交、防衛面での動
きに目を離してはならない。あの不幸な時代に戻らせな
いために。

了

80



書評　日本ネシア論　

日本は個性ある文化と関連性を持つ島々の連なりである
－『日本ネシア論』を深読みする－

渡辺幸重

101 人の筆者が 480 ページをかけて島嶼世界を書き上げた『日本ネシ
ア論』（別冊環㉕、藤原書店、税別 4.200 円）が刊行された。本書では「ネ
シアは島の大きな集合体」とし、「日本ネシアは、国としての政治的一体
性の内部に、多様性・異質性を抱えつつも、島アイデンティティを重要
な一部として共有している集合体である」と説明している。私なりに言
い換えると「“ネシア”とは、それぞれを対等な地域の連なりとして島々
及び周辺地域を捉える概念」であり、「ポリネシアやミクロネシア、メラ
ネシア、ニューギニア、ボルネオ、フィリピンから琉球列島を含む日本
列島、千島列島という環太平洋の島の連なりおよび島と関連のある大陸
地域を考えるとき、新しい文明観や価値観が提案される」と期待してい
る。本書はそのための貴重な情報を与えてくれるだろう。

構成は、総論に続いて、日本の島々を先島ネシア・ウチナーネシア・
小笠原ネシア・奄美ネシア・トカラネシア・黒潮太平洋ネシア・薩南ネ
シア・西九州ネシア・瀬戸内ネシア・日本海ネシア・北ネシアに分類し、
歴史や文化、民俗、社会制度、宗教、交流、自然など多岐にわたる視点
から島嶼社会を論じている（番外遍として「済州島海政学」の項がある）。
ここでは個別に取り上げる余裕はないので、総論および「おわりに」を
読みながら島嶼社会の可能性と“危うさ”について考えてみたい。
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排他的経済水域（EEZ）の基点としての島

本書の「まえがき」には次のような記述が見られる。
――振興法の成果もあり、二十一世紀に入ると、離島の
役割と認識が変わる。遠い島ほど国益のかかる存在とし
て、荷やっかい観から解き放されていく。どんな小さな
島にも「強い光」が当たり始めた。
私は「遠い島ほど国益のかかる存在として」という表
現が気にかかった。ここで言う“遠い島”とは、国境に
近い島のことを指すのだろうか。
「第１遍 総論」の「ネシア・ニッポン【島小宇宙の
連なりで日本を捉え直す】」の中には次のような記述が
ある。
――国境・大陸棚・EEZ の基点・限界線が、諸国の国
益を巡る重要テーマとなる時代を迎えている。
――日本ネシア認識を、人の住まない島々のみならず、
人の住むことのできない極小拠点にまで広げなければな
らない時代の到来である。
洋上にぽつんとでも自国領の島があると、国境線が伸
び、島の周辺には半径 200 海里の排他的経済水域（EEZ）
が広がる。その範囲内に海底資源があればその国のもの
だ。従って、国家は人が住めない小さな島でも領土に編
入しようとする。
その典型が、東京から南に 1,700km 以上、沖縄から 

南東に 1.000km 以上離れた太平洋の絶海に浮かぶ沖ノ
鳥島だ。白波が縁取る珊瑚礁のリーフの中に、北小島、
東小島があるが、高潮（満潮）時には北小島は約 16cm、
東小島は約 6cm が海面上に現れているにすぎない。面

積もそれぞれ 7.86 ㎡、1.58 ㎡で、太平洋の荒波に飲ま
れそうな心もとない存在なのだ。1933 年の調査では 6
つの露岩があったというから 4 つは風化や海食で消失し
たことになる。日本政府は残った 2 つの島の周りに約
億円の費用をかけて直径 50m のコンクリート製護

岸を設置し、さらにその周りを鋳鉄製消波ブロックで取
り囲んだ。東小島には護岸コンクリートの破片で傷つけ
られないように島の上部をチタン製の防護ネットで覆っ
ている。珊瑚を移植して増やし、その殻で島を少しでも
高くしようという涙ぐましい努力も続けているようだ。
中国や韓国は、沖ノ鳥島を領土としての“岩”とは認
めているが、EEZ を設定できる“島”とは認めていな
い。もし沖ノ鳥島が島と認められなくなると、日本は国
土面積（約 38 万㎢）を上回る EEZ を失うことになる。2、3
坪しかない土地は私にも岩にしか見えないが、国連大陸
棚限界委員会の勧告を根拠にかろうじて日本は EEZ を
維持できているようだ。

国防を押しつけられる“国境離島”

本書（「ネシア・ニッポン」）では、人類の島との関わ
りのドラマを次のような段階にまとめている。
①フロンティアとしての島嶼時代／アイランド現象＝生
き物の矮小化適応

②孤立性と資源制約が強い地域のアイランド現象時代
③沿岸先進性島嶼時代／島々が拠点＋ハブ中心地に
④陸の交通体系革命期の本島沿岸・内陸発展先行化／
「離島化」時代

285
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⑤脱後進化時代／島々に対する国策的支援
⑥国家・国土の個性ある一部としての地位と役割の発揮
を目指した展開の時代

⑦架橋化時代
⑧島個性全開時代／憧れと敬意も付与される島宇宙の提
供時代

⑨地政学的科学技術的な新フロンティア性の時代
⑩地球環境測定・観察基点としての役割の時代
それぞれの段階で表れた要素は、強弱はともかくすべ
て島自身が抱え込んでいるものだが、それぞれの段階に
ついて説明する余裕はない。ここでは前述した“気にか
かっている内容（「遠い島ほど国益のかかる存在として」） 
”に関してコメントしてみよう。
本書では、⑨（新フロンティア性の時代）の説明の中
で次のような記述がある。
――（島は）EEZ 二〇〇海里の基点であり、二〇〇海
里に加える大陸棚延長の基点としての、今は国益の最重
要先端地である。水産資源・海洋資源（温度差発電・海
洋深層水等）・海底資源・海底地下資源などに国益・人
類貢献的な寄与が期待されるその最先端の地である。む
ろん国防もある。
さまざまな資源の獲得については EEZ と深い関連が

あり、沖ノ鳥島の例で述べたとおりであるが、私が気に
かかっている最大のテーマは、ここでさりげなく付記さ
れている“国防”のことである。
日本政府は北朝鮮や中国の脅威を強調して軍備増強に
走っているが、自衛隊、軍事施設の配備先のほとんどは
島なのである。2017 年 4 月に施行された「有人国境離
島地域の保全及び特定有人国境離島地域に係る地域社会
の維持に関する特別措置法（有人国境離島法）」で“国

境離島”として 13 都道県 148 島を指定し、交付金など
の“あめ玉”をちらつかせながら、自衛隊基地の増強を
進めているのだ。
特に南西諸島では急ピッチで軍事化が進んでいる。

2016 年 3 月に与那国島に、2019 年 3 月に宮古島と奄美
大島に自衛隊の駐屯地が開設された。石垣島でも同じ 3
月に自衛隊基地の建設が始まり、沖縄本島の自衛隊も増
強されている。また、馬毛島（西之表市）を日米の軍事
拠点とするべく購入交渉を行っている。石垣島・宮古島
・奄美大島にはミサイルを配備するとしており、頻繁に
島嶼防衛・奪還訓練を行っている。種子島や奄美大島で
の訓練は民有地や市街地まで使用しており、南西諸島で
は我が物顔で自衛隊員が闊歩する事態が生じている。南
西諸島はまさしく「ミサイル列島＝軍事要塞」にされよ
うとしている。

本書からはこのような危機感は感じられない。わずか
に三木健氏が、沖縄の島々における人頭税や琉球併合、
戦争マラリアなどの歴史を綴る各論の記事の最後で、次
のように語っているのみである。
――「先島」では、尖閣諸島を巡る中国公船の動向を理
由に、「島嶼防衛」の名のもと、自衛隊配備がすすめら
れている。
――ネシアは主張する。ネシアは自らの目的のため以外
の手段に使われることを拒否する。ネシアは物事を武力
によって解決することを拒否する。ネシアはあくまで海
に開かれた関係でなければならない。「先島」の歴史が
照らすネシアの教訓に、私たちは今一度、学ばなければ
ならない。
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対等な島の集合体であるネシアの可能性

日本の領海 EEZ

私は、島嶼研究者が喫緊の課題として
政治と軍事の問題にも真剣に取り組むこ
とを望んでいるが、本書に南西諸島の軍
事要塞化の記述が少ないことに不満を述
べているわけではない。むしろ、日本の
首相をはじめ世界各国のリーダーたちが
自国の利益ファーストの姿勢を露骨にぶ
つけ合う世界に対して、本書が提起して
いる「島嶼側の論理」が新たな地平を切
り拓くことを期待しているのだ。

本書にある表現を自分なりにつなぎ合
わせてまとめてみると次のようになる。
――島嶼国日本（＝日本ネシア）を本州
などの４つの本島（本土）を中心にし、
他を上から目線（遅れた地域・発展途上
地扱い）で「外の島々」として捉える視
座から「4 本島＋小ネシア群の集合」と
して見る視座に転換する必要がある。時
代は変わりつつあり、金銭的一次元的な
見方を離れ、等身大の人間性豊かな暮ら
しぶりや、自然からの豊かな恵み（＝生
態系サービス）に視座を広げ、あるいは
文化・芸能・言語・社会・行事・自力更
生（困窮島）制度の成り立ちの島的個性
に目が行くとき、さらにそれによる防災
・減災・救助・相互支援力の豊かな在り
方に、しなやかで強靱な回復力を持つ持
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続可能性社会の模範を見ることであろう。

――日本ネシアは、国としての政治的一体性を成してい
るが、多様性・異質性を抱え、実はそれぞれの地域が島
アイデンティティを重要な一部として共有している。こ
の特性は、世界の島嶼域（＝島を抱える沿岸域）や大小
島嶼国、また島嶼集合体メガネシアとも共通し、友愛共
感することで地球海洋の環境・文化・気候・平和利用
（経済・政治）・科学研究の広域管理拠点として貢献で
きるということなのである。国際連携上のリーダーシッ
プを共有することで、ネシア主体＝日本に求められる地
球規模的な役割と責任がそこにもある。

かえってわかりにくくしてしまったかもしれないが、 
要は、本土中心の考えからそれぞれの地域（島）が主体
をなすという考えに転換するべきで、それぞれのアイデ
ンティティを対等に認め合ってこそ国境を越えて世界共
通の問題に取り組むことができるのだ、と私は解釈して
いる。

現在の世界は民主主義と人道主義の行き詰まりに直面 
している。私は、人類が民主主義と人道主義を放棄する
のではなく、その根っこに島嶼性（優しさと自然に対す
る畏敬の念）を据えることが克服の道だと考えている。
さらに本書で気にかかる記述がある。編者の長嶋俊介
氏が「おわりに」で使っている“ホモデウス史観”とい
う言葉である。縦軸の上に「火（人為：産業革命 S3）」、
下に「水（脱人為：生態系サービス S1）」、横軸の左に
「風（脱地表：情報革命 S4）」、右に「土（地表：農耕
革命 S2）」をとる座標を作り、反時計回りに第一象限を

唯物史観、第二象限をホモデウス史観、第三象限を海洋
史観、第四象限を生態史観としている。この図のタイト
ルを「陸と海の論理統合と島の場（克文明の足場）」と
しているが、説明がほとんどないため、長嶋氏の真意は
読めない。もしホモデウス史観という言葉が、『サピエ
ンス全史』を書いたユヴァル・ノア・ハラリ氏の著書『ホ
モ・デウス』から取ったとすると、島嶼論を人類史の文
明論のレベルで論じようという意図があるのだろう。
私の理解では、「人類はコミュニケーションを広げる
ために神を創造したが、人類に代わって AI が世界の支
配者になるとき AI は人類を神とする（存在する必要は
ない）だろう。ホモ・サピエンスは神としてのホモ・デ
ウスに祭り上げられるのだ」という意味のことが『ホモ
・デウス』に書かれてあったと思う。“海と島”をライ
フワークにしてきた人間として、島嶼論が AI 時代にど
う生かされるか、『日本ネシア論』の各論まで読込、今
一度『ホモ・デウス』に取り組んでみようと思った。
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公武合体の政略結婚

京方見附の黒門跡付近

から、幕府にとって朝廷との対立は避けねばならず、「公
武合体」は急務だった。１８６０（万延元）年、４月１
２日、京都所司代の酒井忠義が幕命を帯びて和宮降嫁を
要請。和宮は強く固辞したが孝明天皇は１０月１８日、
和宮降嫁を勅許、和宮付女官に庭田嗣子（宰相典侍）ら
が選定された。

１０月２０日、和宮一行は京の桂御所を出発。行列は 
警護や人足まで含めると３万人にのぼったと言われ、和
宮を乗せた神輿の警護に１２藩、沿道の警備に２９藩が
動員されたという。この一行のなかに公武合体派公家の
中山忠能や岩倉具視らの姿があった。藤村は「厳めしい
鉄砲、纏、馬簾の陣立ては、殆ど戦時と異ならなかった」
と書いている。

一行は１１月１５日、江戸城内の清水屋敷に到着。１
２月１１日、和宮は江戸城大奥に入る。到着から１カ月
かかったのは、御所風の順守を求める和宮側と幕府側の
調停が難航したためといわれている。和宮と家茂の婚礼
が行われたのは文久２（１８６２）年２月１１日。内親
王である和宮の方が征夷大将軍である家茂より身分が高
いことから、和宮が主人、家茂が客分という異例の婚礼
となった。

慶応元（１８６８）年、和宮とともに江戸に下った母
・観行院が死去。７月２０日、家茂が大坂城で亡くなり、
１２月９日、静寛院宮と改める。同２５日、孝明天皇が
死去。明治２（１８６９）年１月１８日、和宮は京都に
向かったが、明治１０年に東京に戻る。足を患い、箱根
・塔ノ沢温泉で療養中の同年９月２日に逝去、３２歳だ
った。

和宮は有栖川宮熾仁親王と婚約していた。「公武合体」
という政治目的のためにこの婚約を解消させられ、幕末
動乱の渦中に巻き込まれることになった。時代の犠牲者
ではあるが、結果として時代の表舞台に（脇役ではある
が）立ったことも事実である。

以上が和宮の生涯についての概略である。その人生の
一頁にも至らない草津での彼女の様子を想像してみよう
というのが本稿の意図だ。『和宮御留書』を参考にしよ
うと考えたのは、図書館でたまたま目に留めたからにす
ぎない。読み始めて驚いた。江戸に下った和宮は替え玉
というのだ。さらにビックリは江戸に到着すると、替え
玉に代えて別の女性を和宮に仕立てたという。二重替え

和宮（１８４
６～１８７７）
は仁孝天皇の皇
女。ペリー来航
を機に鎖国から
開国に１８０度
カジを切った幕
府に対し、朝廷
は強く攘夷を主
張。欧米列強が
軍事力をちらつ
かせていること
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玉というのだ。信じ
がたい話ではあるが、
小説としては実にお
もしろい。ならば草
津宿でのニセ和宮を
思いえがいてみよう
と、私は考えをかえ
た。

草津川にかかる矢倉橋から望む比叡山

比叡山を望む京方見附

『和宮様御留』の「あとがき」によると、幕末に高田 
村（東京都）の名主だったという元豪農の婦人が有吉の
ところに訪ねてきて、「和宮は私の家の蔵で縊死なすっ
たのです。御身代りに立ったのは私の大伯母でした」と
語ったことから替え玉を発想。和宮女官の庭田嗣子が日
記風にしたためた記録「御留」を基にストーリーを組み
立てた。

主人公はフキ。公家屋敷に近い京の町家に奉公してい 
る１４歳の無学な娘だ。祇園祭が近づいた夏のある日、
桂御所の観行院から呼び出された。帰されずに御所に留
めおかれ、いろいろな作法を教え込まれる。フキが気づ
いた時にはニセ和宮にされていた。
という次第なので、以降は替え玉和宮をフキ和宮と呼
ぶ。

替え玉であることを知っているのは観行院、嗣子らご
くわずか。和宮は片足に障害があるとうわさされている
のに、フキ和宮の足には何の障害もないことから、やは
りお付きになった命婦の能登が「ほんまに和宮さんやろ
か」と疑う。といったあんばいだから、ばれないように
とヒヤヒヤしながらの江戸への出発となった。

桂御所でフキ和宮が輿に乗ると、女官の少進が恭しく
頭を下げた。彼女はフキ和宮を決して偽物扱いせず、本
物の和宮として付き従っている。八瀬の童子と呼ばれる
逞しい男が輿を担ぎ、五条通を行く。輿のわずかな隙間
から比叡山をちらっとのぞむ。京の街から比叡山を見る
のはこれが最後だ。この日は大津宿で泊まり、翌朝、一
行はゆるゆると東へ。やがて草津宿の西の端に当たる京
方見附に着く。ここに門があり番所役人が通行人を見張
っている。

この門は黒門と呼ばれている。文京１４（１８１７）
年に設けられた。門のあたりは家々が少なく、輿から比
叡山が望める。やがて宿場に入ると商家の脇の井戸がフ
キ和宮の目に入る。彼女は町家で下働きしているとき、
釣瓶を井戸に落として水を汲み上げるのが好きだった。
手桶を引き上げるとき、コンチキチンコンチキチンと祇
園ばやしが聞こえてくるような気がするのだ。あのころ
は晴れやかで楽しかった、と振り返るフキ和宮。運命の
不思議さを思わないわけにはいかない。

私は草津宿場探訪のスタートとして、ＪＲ草津駅から
まっすぐ黒門跡に向かった。駅から歩いて約３０分。幅
７０メートルほどの川に着いた。草津川である。
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とはいえフキ和宮が乗った華麗な輿とは比べるべくもな
い。もしフキ和宮がこの小屋を見かけたら、粗末な小屋
の方がずっと気が楽なのに、と思ったにちがいない。

御簾のある本陣上段の間

歌川広重の浮世絵「東海道五拾三次・草津」

草津川はもともと宿場の東端を横断するように流れて 
いた。市街地よりも高いところを流れる天井川だったた
め街は常に氾濫の危険にさらされていた。川の付け替え
工事が行われ、２００２年にようやく完成。お役ご免と
なった元の草津川については後でもう一度述べる。
新たな草津川にかかる旧東海道に矢倉橋という橋がか
けられ、たもとには灯篭がつけられている。川はほぼ北
から南に流れており、橋の中央から比叡山がくっきり浮
かんで見える。

この堤防の下にいくつかの案内看板。その一つに歌川 
広重の浮世絵「東海道五拾三次・草津」のコピーが刷り
込まれている。４、５人の裸の男が小屋を担いでいる様
子を描いたものだ。かなりのお金持ちが利用したようだ。

和宮の一行は草津宿の街道を北東にむかって進む。街
道沿いに本陣が田中七兵衛本陣（七兵衛本陣）と田中九
蔵本陣（九蔵本陣）の２軒、脇本陣が２～４軒、旅籠が
天保年間（１８３０～１８４４）には７２軒。最盛期に
は１３２軒を数えたというから、東海道のなかでもにぎ
やかな宿場の一つだ。

和宮の東下にあたって、沿道の住民の外出や商売が禁
じられた。「行列を高みから見ること、寺院の鐘などの
鳴りものを鳴らすことを禁ず」とのお触れもだされ、犬
や猫の鳴き声が聞こえないよう、遠くにつなげとまで命
じられた。和宮を人々の目に触れないにしようというの
だ。和子が実は替え玉、ということなら成る程と思われ
る措置である。

和宮の輿は七兵衛本陣か九蔵本陣のどちらかで休息し
たはずだ。どちらであれ、堂々たる門構えの屋敷に輿に
のったまま入り、かなり奥の部屋で降り、一番奥の上段
の間で一休みしたと思われる。

本稿は本物の和宮と替え玉であるフキ和宮が登場する
のでややこしい。ここからの本陣での物語はフキ和宮だ
けにしておきたい。
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けられ命婦の能登と少進がかたわらに控えていた。おそ
らく草津宿の本陣では少進はいず、嗣子がそばで差配し
ていただろう。挨拶に訪ねてくる者がいてもできるだけ
会わせず、仮に謁見を認めざるを得なかったとしても、
和宮フキは御簾の奥で「ありがとう」とひとこと言うだ
けだ。
和宮フキが輿をおりて上段の間まで歩いたとき本陣に
お茶室があるのに気づいたかもしれない。

和宮フキは桂御所で西本願寺の茶の宗匠から茶を習わ 
された。和宮フキは茶室を勢いよく歩く。宗匠は「お畳
の上は、おみ足六つでおはこびあそばされませ」と注意
するしまつ。これひとつとっても和宮フキは公家の作法
が身についていないことは明白だ。

上段の間に休んでいる和宮フキに、お茶菓子として「う
ばがもち」が振る舞われただろうか。うばがもちは永禄
年間（１５５８～１５６９）に生まれた小豆の餡で餅を
丸めこんだ餅だ。和宮フキがひと口食べたなら、藪餅を
思いだしたにちがいない。藪餅はお茶を習わされたとき
の宗匠が茶菓子として用意したものだ。道明寺ちまきに
白砂糖がまぶされていて、町家の奉公娘には縁のない和
菓子だった。

うばがもちは「家康も食べた」と言い伝えられている。
徳川の御台所になる和宮フキであれば、その甘さも苦々
しく感じたかもしれない。

現在、草津宿には七兵衛本陣が残っており「草津宿本
陣」として国の史跡に指定されている。同本陣のパンフ
レットによると、屋敷は妻入り平屋。建坪４６８坪（約
１６００平方メートル）、３０室以上あり畳の数は２６
８畳半。街道に面して高さ１メートルの格子塀がめぐら
されており、格式の高さを今に伝えている。
表門を入ると白砂の広間。玄関から長い畳廊下がつづ
く。向こうに庭の緑が見えるというしつらえだ。その庭
の手前が上段の間だ。
上段の間の、庭とは反対側の隣室は台子の間。板張り
の水屋があり、ここで主客に出す茶をたてていた。

二つの膳の和宮の食事

本陣の上段の間の隣に雪隠がある。普通のトイレと違
うのは排出物がしつらえられた箱に落ちるようになって

御簾がある上段の間

上段の間は文字通り
部屋が一段高くなって
いる。そのうえ、部屋
の中央に分厚い畳が二
つ敷かれていて、その
真ん中に豪華な座布団
が置かれている。部屋
の入り口は御簾がかけ
られている。

フキ和宮が上段の間
に入るとただちに御簾
は下げられたに相異な
い。
フキ和宮が桂御所に

いたときも、几帳がか
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のは、和宮の部屋におまるが持ち込まれて大小便をする
ことだ。下半身を自分でふくことはない。お付きの女官
がすべてやってくれる。和宮フキが和宮役になってから
もこれは変わらない。江戸に向かうころにはもう慣れて
いる。

本陣でトイレをどうしたかを有吉は書いていない。い 
くらなんでも上段の間ではしなかっただろう。畳廊下を
へだてて上段の間と対面する形で向上段の間があり、そ
こからは御簾越しでも上段の間で何が行われているかが
わかるのだ。おそらく和宮フキは雪隠で用を済ませただ
ろう。畳敷きでないだけほっとしたかもしれない。畳の
部屋で女官に見られたまま大小便をするというのは、普
通の感覚ではできるものではない。

すでに述べたように草津宿では小休止だ。だから湯に

つかったり、夕食をとることはなかった。しかしここで
は湯につかり夕食をとったとしたら、という仮定の上で
話を進めよう。

桂御所でのまだ夏の暑さが残るあるとき、命婦の能登
が蒔絵をほどこした盥で布をすすぎ、和宮フキの体をふ
いた。汗疹でただれていたが能登は手加減しない。全身
をふき終わると少進が鉄漿つけにかかる。楊枝で黒いド
ロドロしたものを和宮フキの歯になすりつけて磨く。和
宮フキはお歯黒が大嫌いだが、少進がやると我慢できる。

大津宿では湯屋で全身を女官にふいてもらい、鉄漿を
つけてもらったはずだ。全裸になるのだから場所は湯殿
であったと思われる。少進がいないので能登が担当した
だろう。能登を嫌う和宮フキだ。この先を思うと心に鉛
が詰め込まれたような暗い気分であったろう。
夕食は二つ以上の膳がついたであろう。和宮フキが桂
御所でまだ和宮と一緒にいたころ、和宮の残したものだ
けが和宮フキの食事だった。だから和宮の食欲がない時、
和宮フキは結構いただけるのだ。ごくたまに白身の柔ら
かい魚が蒸してあったり、タマネギとイカの和え物があ
ったりするが、町方の夕食よりずっと粗末だと和宮フキ
は思った。そんな彼女にとって大津宿での夕食は驚きで
あっただろう。だがガツガツと食べることは能登が許さ
ない。元来は町家の奉公人の和宮フキは、せっかくの豪
華な料理もおいしくなかったにちがいない。

七兵衛本陣の湯殿は庭の横にある。入ると四畳の畳敷
き。ここが脱衣所。板張りの部屋に湯舟が据え付けられ
ている。直径２メートル以上の円形の風呂だ。和宮フキ

湯殿（手前の畳敷きは脱衣場）

いることだ。
本陣の者が
その度、こ
の箱を運び
出し、排出
物を捨てる。
だから臭気
がただよわ
ない。
和宮フキ

が桂御所で
最初に和宮
に会ったと
きに驚いた
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有吉の小説は「御留」を基にしているのだから、草津 
では小休止に過ぎなかったのは間違いないと思われるの
だが。

七兵衛本陣の近くには「脇本陣 藤屋輿左衛門」の大 
型表札がかかった茶葉店があり、「旅籠 銭屋四郎兵衛」、
「酒屋 丸屋仲右衛門」などの表札がかかった民家など
が建ち並ぶ。いずれも「草津観光ガイド協会」の名前が
入っており、草津宿の雰囲気をつくることで町おこしに
しようとの気概が感じ取れる。「草津脇本陣跡」の石碑

のそばのベーカリーが「脇本陣」を店名にしているほか、
十数階のモダンなマンションも街道側には時代がかった
板塀をしつらえている。

すし屋のショーケースに、店自慢のはこずしの見本と
ともに、８皿の料理が並んだ写真パネルが展示され、「幻
の皇女和宮御前をお楽しみください」と書かれている。
これもガイド協会の名前入りだ。和宮フキが見れば仰天
するだろう。「幻」が意味深長と言えなくもない。

天井川の下にトンネル

本陣を後にした和宮一行は中山道と東海道の分岐点ま
でやってきた。大井川の水かさがましているうえ、公武
合体に反対している過激攘夷派武士に襲われる恐れもあ
り、中山道をとることは始めから決まっている。
分岐点の角に、南面に「右 東海道いせみち、西面に
「左 中山道美のぢ」と刻まれた石碑がたっている。一
行はこの標識にしたがって左にとってまっすぐ中山道に
むかう。
この分岐点を過ぎるとすぐに草津川にさしかかる。和
宮一行は天井川であるこの川の急な堤をあがり、向こう
岸に渡った。川を渡るとやがて江戸側の見附にさしかか
る。
中山道は日本橋から京まで６９次（草津―京間は東海
道と共有）。木曽路から信州に入り碓氷峠という急峻が
待ちかまえている。八瀬の童子が担いでくれる輿の中と
はいえ、和宮フキにとって気が遠くなる山道だ。「富士
山が見える海沿いの東海道の方が楽なのに」と彼女は思

「脇本陣」が店名のベーカリー

たのかは判然としない。

の場合、おそらく
湯舟は使用せず専
用の盥を使っただ
ろう。。
七兵衛本陣では

和宮の食事献立が
再現されてモデル
展示されている。
二つの膳があり一
つの膳にはご飯と
汁、もう一つの膳
は山菜料理や酢の
物、和え物など四
つのお椀だ。この
献立をみると夕食
のようにみえる。
昼食がこれほど豪
華だったのか、そ
れとも夕食をとっ
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ったかどうか。
厳しい旅路は和宮フキの精神を少しずつ蝕んでいく。
碓氷峠を過ぎて板鼻宿（群馬県安中市）に着いたとき、
別用があって一行から遅れて来た少進が追いついた。少
進に手をとられて輿から降りたとき、彼女は心の緊張が
解けてしまった。

和宮フキが突然、「あて、宮さんやおへん」と言いだ
した。観行院は「宮さん、そないなこと滅多にお口にお
出しあそばされるな」といさめたが、フキに戻った彼女
は「コンチキチンコンチキチン」と祇園ばやしを口ばし
り、我を忘れてしまっていた。
祇園祭の楽しい思い出がつまった京の町家の奉公時
代。その惜別が草津だったとは有吉は『和宮御留』の中
では書いていない。だが、そうに違いないというのが私
の読後感である。

東海道と中山道の分岐点には灯篭がのった石造の道標
がたっていて、草津市の文化財に指定されている。この
道標の街道をへだてて反対側に高札場があった。今も残
されていて、当時をしのぶことができる。和宮の東下の
さい、外出禁止のお触れが書き込まれたはずだ。
このすぐそばにトンネルがある。旧草津川の川底の下
をくりぬいたものだ。その入り口の「草津川ずい道（ト
ンネル）の由来」と題する説明板によると、明治１８（１
８８５）年、７３６８円の工事費をもって隧道開削工事
に着手、翌年に完成した。石積みアーチ式で長さ４３メ
ートル、幅４・５メートル。「これによって中山道の川
越はなくなり、車馬の通行は楽になった」とある。
和宮一行は３万人に及んだということはすでに触れ
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た。この川越えだけでも大
変な手間を要したに相異な
い。和宮の輿を運び上げる
のもひと苦労だっただろう。
草津川の川底は今は公園

として整備されているが、
堤防はそのまま残されてい
る。このトンネルの西北約
１５０メートルのところに
ＪＲ東海道線が通っている。
この線路も草津川の下を通 
っていた。今もかつての川
底の下にほられたトンネル

草津宿の名物、うばがもち を列車が走っている。列車

は堤防の上を走るもの、と

味というより素朴な甘さだ。舌触りはやわらかい。和宮
フキが食べている姿を思いえがいた。和宮というより町
家奉公のフキの方がどう見ても似合う。私はぱくりと口
に放り込んだ。「コンチキチンコンチキチン」。ひとり祇
園ばやしを口ずさんでみる。じわっと甘さが口に広がっ
た。

思っている私の目には何とも不思議な光景だ。
私はふと和宮フキは天井川だった、という気がしてき
た。本来下の方を流れるはずだったのに、天井にまつり
あげられてしまった。決壊するのは当然なのだ。
ただし和宮が替え玉だったとしらの話だ。さらに高田
村で別の豪農の娘に差し替えたとして、一朝一夕に皇女
の真似ができるはずがない。見事な演技をしたとしても
大奥の海千山千の女の目をごまかし続けることは不可能 国史跡「草津宿本陣」

だ。ということは承知のうえで、和宮はフキだったと夢
想しながら宿場を歩くと実に楽しい。
草津宿探訪の最後に「うばがもち」を食べたいと思っ
た。本店は国道１号沿いにあるが、支店はＪＲ草津駅前
にあると聞いた。その支店で６個入りを１箱買った。も
ちは直径２センチの小さなもちだ。一口で食べられる。
ほおばってみると甘い味が口に広がる。御所風の雅な
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中川眞須良

ミナミ気圧

撮影 大阪 新世界・日本橋 にて
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撮影 2019 年９月
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徒然の章　中務淳行

元読売新聞写真部長 中務敦行

この夏は暑さ厳しく、１０月の下旬になっても夏日が置く、半袖で
過ごす日が長く続きました。サクラの開花をめぐっては毎年早くなっ
ているとよく言われます。しかし開花がいつも秋分の日、それも前後
１～２日しか狂わないのが、彼岸花でした。
今年、秋分の日の前日（２１日）に岐阜県海津市の津屋川を訪れま

した。ここは土手一面に花が咲く、彼岸花の有名スポットです。
ごらんの通り彼岸花は水面近くしか咲いていません。
昨年の２３日（秋分の日）の写真をご覧ください。
ウメやサクラなど春の花は暖かくなれば咲き、秋の彼岸花は涼しく

なれば咲きます。

異常といえば、今年の台風も異常でした。

関東から東に大きな台風が二つも上陸し、その被害は甚大でした。
これもあまり記憶にない秋です。
災害も増えてきたようです。新たな対策が望まれます。
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徒然の章　中務淳行

岐阜県海津市津屋川で、2018.9.23
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編集長が行く　京アニ放火殺人事件現場で　井上脩身

文 井上脩身

今年７月に起きた京都
アニメーション放火殺人
事件の犯行の動機はいま
なお定かでない。４１歳
の容疑者の男は大きな火
傷を負っていて警察の取
り調べができていないか
らだ。だが、その人物像
はうすぼんやりではある 放火事件後の京都アイメーション第一スタジオ

が、浮き上がりつつある。

（写真：井上脩身もしくはウイキペディアより）

てるので、いつも寝不足
だった。近所迷惑なその
行動は京アニ事件の容疑
者とよく似ており、同事
件は他人事と思えなくな
った。隣家の男性は私に
恨みをいだいていたフシ
がある。京アニ事件の容
疑者は京アニへの恨みを
はらそうとしたのだろう

京アニ事件が発生したころ、私は関西
のある集合住宅で暮らしていた。隣室
の４０前後の男性が真夜中に物音をた

か。９月半ば、京都市の事件現場をた
ずねた。
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ジオは全焼。当時、役員や従業員約７０人が勤務してお
り、現場で３３人の死亡が確認、３６人が病院に搬送さ
れた。その後３人が死亡し、負傷者は３３人になった（１
０月３０日現在）。
容疑者も全身にやけどを負い、意識不明の状態が続い
たが、約３週間後、「痛い」と声をあげたという。９月
には重篤を脱したと伝えられている。
京都アニメーション（本社・京都府宇治市）は１９８
５年８月に設立された。創設者の八田陽子氏は手塚治虫
に師事し、旧虫プロで仕上げの経験を積んだといわれる。
１９８７年、タツノコプロ制作のテレビアニメ『赤い光
弾ジリオン』で実質的に制作をするようになり、９０年

代には演出、作画、仕上げ、背景、撮影などを自前でつ
くるようになる。２００５年の『ＡＩＲ』が「他を圧倒
する巧みな演出」と高く評価され、京アニはブランド化
した。
さらに、『涼宮ハルヒの憂鬱』（２００６年）、『らき☆
すた』（２００７年）、『ＣＬＡＮＮＤ』（同）、『けいおん
‼』（３００９年）などを制作し、アニメ界での不動での
地位を築く。
その後は、『日常』（２０１１年）、『氷菓』（２０１２

年）、『たこまこまーけっと』（２０１３年）、『Ｆｒｅｅ！』
（２０１３年）、『響け！ユーフォニアム』（２０１５年）
などのヒット作を出し、アニメ映画として、『映画 聲
の形』（２０１６年）、『リズと青い鳥』（２０１８年）を
送り出している。
２００９年、第１回京都アニメーション大賞を設けて
作品を募集。２０１１年にはＫＡエスマ文庫レーベルを
立ち上げ、第１回アニメ大賞小説部門奨励賞の『中二病
でも恋がしたい！』を文庫本化した。
同大賞について、今年は第１１回の作品を募集。その
要項によると、Ａ４判用紙に縦書き４２字×３４字で５
０～１５０枚（手書きの場合、４００字詰め原稿用紙１
７８～５３６枚）という長編作品を求めている。
容疑者はスタジオから逃げるとき、「殺してやる。お

れの小説ぱくりやがった」などとわめいたという。容疑
者と同性同名、住所も一致する人物からアニメ大賞に作
品を応募していたことを同社の代理人弁護士が明らかに
しており、容疑者が同大賞に応募したことはまぎれもな
い。

アニメ大賞に応募の同性同名者

文庫本表紙

事件が起きたのは７月１
８日。報道によると午前１
０時半ごろ、京都市伏見区
の京都アニメーション第一
スタジオ（鉄筋３階建て、
延べ７００平方メートル）
の玄関から容疑者が入り、
「死ね」と叫んでガソリン
をまいたうえライターで火
をつけて放火。容疑者は逃
走したが、同社従業員らが
追跡。約１００メートル先
の路上で、駆け付けた警察
官に身柄を確保された。
この放火によって同スタ

104



編集長が行く　京アニ放火殺人事件現場で　井上脩身

正面３階の壁に残る炎の跡

アニメ大賞に応募し 
たと思われる容疑者は
どのような人物なのだ
ろう。
報道によると、幼少

期に両親が離婚、父親
に引き取られた。さい
たま市内の公立小学校
時代は柔道クラブに入 
っていた。埼玉県立高
校の定時制に通いなが
ら、１９９５年から３
年間、同県文書課に勤
務。９８年に高校を卒

んだ秋葉原無差別殺傷事件の犯人について「同じ心境だ」
と述べた。
２０１２年９月、水戸地裁下妻支部で懲役３年６月の
判決を受けた。服役を終えた後は国の「特別調整」の対
象となり、埼玉県内の生活保護施設に半年間いた。
２０１６年７月から生活保護を受けて、さいたま市の
アパートで一人暮らしをはじめる。アパートの住民から
「部屋から騒音が聞こえる」と通報があり、警察官が容
疑者を指導したという。隣家の住民は「（容疑者が）ど
こかの騒音を、当方の騒音と勘違いしてインターホンを
鳴らしたことがあった。『騒音はうちじゃない』という
と、『黙れ、殺すぞ、こっちは余裕がないんだ』と叫び、
胸倉をつかんで髪の毛を引っ張られた」と証言。別の住
民は、容疑者の部屋からの騒音について「壁が揺れるほ
どだった」と述べている。その一方で、顔を合わせると
「お疲れさまでした」といたわりを見せる一面もあった。

業した後、同県春日部市に転居、コンビニでアルバイト
をしていた。２０歳のころに父親が死亡し、栃木県内の
工場に派遣従業員として働いたが、２００８年のリーマ
ン・ショックで契約を打ち切られ、２０１０年から２年
間、茨城県常総市の雇用促進住宅で一人暮らしをした。
ここで音楽を大音響で鳴らす、壁をたたく、深夜に目覚
まし時計を鳴らすなどして、近隣住民との間で騒音トラ
ブルを重ねていた。
２０１２年６月、同県坂東市のコンビニで強盗事件を
起こした。「仕事上で理不尽な扱いを受け、社会で暮ら
すのに嫌気がさした」と供述。水戸地検の取り調べのさ
い、「小説を書いている。小説をめぐって家族との関係
が悪くなった」とも語った。また２００８年に７人が死

年３月、「ドン、ドン、ドン」という大きな音が響くな
ど、２年間で警察への通報は５回に及んだ。住民の一人
は「ひきこもっているのかな」と思ったという。（以上
は毎日新聞の記事より）

京アニ容疑者と隣人の共通点

報道による京アニ事件容疑者像は私の隣家の中年男性
とよく似ている。ということはすでに述べたが、新聞で
容疑者像が伝えられるたび、隣人を思いうかべ、騒音ト
ラウマ状態に陥った。
関西の集合住宅のうちの一戸を賃借したのは今年の春

近隣トラブル起こす容疑者

アパートはＪＲ大宮駅北東３キロのところにあり、今
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数日後、家の前ですれ違うと、「こんにちは」と声を 
かけてくれた。付き合いにくい人というのは偏見だった
か、と後悔した。
１週間後、「使わないので」と台所用品を返しにきた。
その時、彼は「ぼくの部屋を見ますか」といった。中年
男性がどのように暮らしているのかを見てみたいと思っ
た。彼の後についてドアの中に入ってあ然とした。３Ｄ
Ｋのどの部屋にも、ごみを入れたビニール袋が山積みに
なっている。炊事場にはなべ類や食器類が見当たらない。
台所用品は要らないというのはこういうことか、と愕然
とした。
彼は「子どものころ、父親が女をつくった」という意
味のことを、言葉通りに表現することをはばかれるほど
猥雑に語った。その時の、目をきっとつりあげる彼の表
情から、父親を憎みに憎んで生きてきたことがうかがえ
た。
どういうつもりだったのだろう。彼は和室に案内して
くれた。タバコの吸い殻が数十個も畳のうえにちらばっ
ている。灰皿代わりの空き缶がいっぱいになったので、
畳のうえに捨てたようだ。畳が一部焦げている。「火事

になるではないか」と身震いした。その足で大家さんに
状況を報告、「どうみても賃貸借契約の重大な違反。契
約解除理由になるはずだ」と述べた。
その夜から彼は物音をたてるようになった。決まって
午前２時ごろから何かの荷物をどんと落としたり、壁を
たたいたりする。やがて静かになり、やれやれと眠りに
ついたのを見透かしたように、今度は大きな声でわけの
わからないことをわめきだす。こんなことが４時ごろま
でつづく。
これが連日だ。二十数年ぶりに耳栓を買ってきて、耳
にあてて寝てみたが、また物音をたてるのではないか、
と不安が先にたってとても眠れない。思えばノイローゼ
になりかかっていたのだ。
ある日、市の福祉関係の職員と思われる白ワイシャツ
にネクタイ姿の男性二人が彼のところを訪ねてきた。や
がて彼は入院した。大家さんは「これまでにも何度か病
院に入っている。おそらく１カ月の入院だろう」という。
大家さんの予想通り、１カ月足らずで退院。１週間ほど
おとなしくしていたが、やはり深夜の騒音症は治ってい
なかった。
ある日の早朝、彼はベランダであぐらを組み、父親の
女の一件をぶつぶつと言いだした。彼のベランダには携
帯コンロが置かれている。ふと不安になって仕切り板の
すき間から様子をうかがった。彼はそれに気づき、血相
をかえて怒鳴りこんできた。こうもり傘を手にして、「お
前は刑事か、どこの刑事なんや」と叫ぶ。大家さんがと
んできたので彼は引き下がった。
大家さんの話では、過去に暴力事件を起こし、警察の
やっかいになったそうだ。その日、私の家の前に、おで
ん用と思われる大根の煮物がまき散らされていた。彼な

だ。引っ越しの挨拶のために
インターホンを鳴らすと、中
年男性がドアを開けた。平日
の昼下がりに男性が出てきた
のには少し驚いた。彼はひと
ことも物をいわず、挨拶の品
である台所用品をうけとった。
どうにも付き合いにくい人だ
と感じた。気配から一人暮ら
しとわかった。

イメージ
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れた。中学生のころは野球選手でショートを守っていた
という。彼は大柄だ。「体が大きいからいいバッターだ 
ったんじゃないの？」というと、ニコッとわらった。き 
っと素直ないい少年だったのだろう。京アニの容疑者は
小学校のとき柔道をしていたという。彼も黒帯をめざし
て頑張っていたに違いない。
ほかにも二人には一致点が少なからずある。京アニ容
疑者は強盗事件を、隣人は暴力事件を起こしている（こ
ちらは裁判ざたには至っていないが）。いずれも４０歳
後、生活保護を受けて一人で暮らしている。そして、近
隣の人たちに騒音で迷惑をかける。
京アニ事件からしばらく後、市の関係者数人が隣人の
部屋に入り込んで、長い間話しこんでいた。以前はドア
のところで様子を見るだけだ。京アニ事件で明らかに市
の態度が変わったのだ。京アニ事件容疑者と共通点が多
いことから放置できないと判断したのかもしれない。や
がて彼は入院させられ、住宅からも出ていくことになっ
た。

皮肉なことに、相前後して私も集合住宅を出てしまっ
た。彼を追い出したのが私ではないことを証明した形だ。

アニメ小説の中二病

９月中旬に京アニ事件現場を訪ねたことはすでに触れ
た。現場は京阪電車六地蔵駅から歩いて３、４分の住宅
街の一角。すぐ近くに路線バスの車庫がある。事件後、
献花台が設置されて全国からアニメファンが献花にやっ
てきたが、私が訪ねたときは献花台は外され、スタジオ
ビルの前は板囲いがされていた。
屋上で数人が何かを調べている様子が見てとれた。板
囲いの前に立つガードマンが「入ってはダメ」と手で示
した。若い中国人男性数人のグループがビルの周りを歩
いていた。京アニのアニメは世界中で人気を得ていると
聞いていた。なるほど、と実感した。実際、世界中から
京アニ支援の義援金が寄せられ、９月２０日現在で２５
億円以上にのぼったという。
アニメは２１世紀の日本が世界に誇る最高の芸術とい
われており、２００４年５月、アニメなどの日本のソフ
トの保護、育成に官民一体で取り組むことを目的とした
コンテンツ法が成立。これと呼応する形で、すでに述べ
たように京アニは２００５年の『ＡＩＲ』で高い評価を
得て橋頭堡を築き、２００８年のリーマン・ショック後
も次々に人気作品を送り出してきた。京アニはＡＩ時代
のアニメ界の騎手なのだ。
ある社会に光が当たれば、その光を妬み、恨む者は必
ずいる。京アニ事件の容疑者が京アニを妬み、恨んでい
たのはその言動からまぎれもない。その心の中を探って

京都アイメーション第一スタジオ献花台

りの脅迫行為
であろうか。
あるいは暴力
行為の予告で
あろうか。私
はこの住宅を
出ることにし
た。
隣人の男性

は機嫌のいい
時はいろいろ
な話をしてく
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住宅街の中にある京都アイメーション第一スタジオ

ぼ』や『ＹＡＷＡＲＡ』などのアニメが人気を博してい
た。彼がアニメっ子なら京アニに関心を持たなかったは
ずはない。ＫＡエスマ文庫本になった京アニの第１回ア
ニメ大賞の奨励賞作品、『中二病でも恋がしたい！』も
読んだだろう。
この作品の筆者は虎虎（とらこ）。文庫本の表紙など
のイラストを描いたのは逢坂望美さん。２０１２年に京
アニを退社しており、この事件には巻きこまれていない。
「中学のやつらがあまり進学しないような、割と偏差値
の高い」高校の１年生の富樫勇太が、同じクラスの小鳥
遊六花（たかなし・りっか）に恋をする、という物語。
勇太は元中二病患者、六花は現中二病患者という設定。
中二病というのは、「思春期に誰もが経験する生理的、
精神的な病気ではなく、もっと痛々しい病気」で、「自
意識過剰な思い込みで自分には未知の力があると信じて
いるやつら」がかかる病気。勇太は中二病当時「自分に
は力や能力がある」と信じていたが、高校に入ってから
中二病が治った、と思っている。アパートで一人暮らし
をしている六花はいつも片目に眼帯をつけていて、「お
父さんは魔界に行ったまま帰ってこない」と、自分も魔

界に行きたがる。
六花にとって魔界はお父さんがいる所だという。それ
が私にはよくわからない。中二病が「自分には力や能力
がある」と思い込むことなら、六花はお父さんのいる魔
界に行ける力があると思う病にかかっているということ
なのであろうか。一方勇太は「俺もさ、中学校の頃さ。
影が薄くて。俺、こんなに影が薄い人間なのはこっち側
の世界の人間じゃないからじゃないか？ とか思って魔
界に行ってみたいと思ったことがあるんだ」という。勇
太にとって魔界とはこっち側の世界でない世界というの
だ。二人を合わせると、魔界は「こちら側でないお父さ
んがいる世界」になる。どうやらこれが感覚的にわかる
かどうかは、こちら側の世界の人間と魔界に行きたい人
間との差のようだ。
京アニ事件容疑者がこの小説を読んだとしたら、六花
が、お父さんがいる魔界に行きたいと思うことに同感し
たにちがいない。父親が好きな六花。父親が亡くなった
後生活が乱れたといわれる京アニ事件容疑者。ともに父
親不在によって心に穴が開いた。こうしたことから、容
疑者もアニメーション大賞を目指して小説を書き出した
のかもしれない。
だが、大賞を射止めるのが容易でないことは誰だって
知っている。落選したことが放火殺人の動機とみるのは
無理があるだろう。さらに別の理由が加わっていたはず
だ。

秋葉原無差別殺傷事件

容疑者が秋葉原無差別殺傷事件の犯人と同じ心境と述

みたいと思
った。
彼がアニメ
にどの程度
関心を持っ
ていたかは
定かでない
が、彼の子
どものころ
『美味しん
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８日に発生。東京・千代田区神田の交差点に元派遣社員
の男（２５歳）の運転するトラックが赤信号を無視して
突入、青信号を横断中の歩行者５人をはねとばした。元
派遣社員はトラックを降りてナイフで通行人を次々に刺
し、駆け付けた警察官に取り押さえられた。この事件で
７人が死亡、１０人が負傷し、２０１５年、元派遣社員
の死刑が最高裁で確定。２０１６年、元派遣社員は再審
を請求している。
元派遣社員は「負け組は生まれながらにして負け組な
のです。まずそれに気づきましょう。そして受け入れま
しょう」と語ったといわれている。
彼は「生まれながらの負け組」どころか、青森県トッ
プの進学校に進んでいる。むしろ「勝ち組」というべき
だろう。勝ち組が負け組ぶるとはどういうことだろう。
『中二病でも恋がしたい！』の勇太と六花の高校も「割
と偏差値が高い」のだから、どちらかと言えば「勝ち組」
だ。勝ち組の中の影が薄い彼らは、「自分には未知の世

界があるはずだ」と思い込む。彼らにとって未知の世界
は魔界の世界であることはすでに触れた。
秋葉原事件犯人の「生まれながらにして負け組」とい
う自意識は、『中二病でも恋がしたい！』の主人公の「勝
ち組の中の影の薄さ」なかで、「魔界の世界に行く力が
ある」と思い込むことと相通じるように思われる。京ア
ニ事件容疑者もそうだといえる証拠はないが、この小説
が文庫本になった翌年に起こした事件での取り調べに際
して「小説を書いている」と容疑者が供述していること
は重要だ。かなりの原稿両を要するアニメーション大賞
に応募していたならば、それ相応の文章力を持っていた
ことを意味し、国語力だけでいえば決して負け組とはい
えなかったことを表す。「生まれながらにして負け組」
への共感が、「魔界の世界に行く力」への思い込みにな
ったと言えるのかもしれない。
しかし、事件を起こすには引き金があるはずだ。
京アニ事件に関しては、昨年９月から１１月にかけて、
インターネット上で「爆発物もって京アニに突っ込む」
「無差別テロ」「２０１２年にムショに行く」などの書
き込みがあったという。相当の恨みをもっていたことの
証左であろう。この報道に私は隣家住人の恨みの目を思
い出した。仕切り板のすき間から覗き見たという理由で
怒鳴り込んできたときの、血走らせながらギリギリッと
射こむような目。きーっと吊り上がった眉、ぎじぎじっ
と握る拳――。私が「覗こうとしたわけではない」など
と抗弁すればするほど、彼の肩はぐぐーッと張り上がる。
そして彼は犯行予告もどきの行動にうって出た。
もし彼が強制的に入院させられず、私も集合住宅をで
なければ、彼は魔界の世界に一歩踏み込んだかもしれな
い。

イメージ

べたことは
すでに触れ
た。ふと、
この心境に
犯行動機を
探るヒント
が隠されて
いるかもし
れないとい
う気がした。
秋葉原傷

事件は２０
０８年６月
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イメージ

おそらく京アニ事件の容疑者の心の中で、恨みという
火薬が日増しに熱を帯び、心の壁を突き破って破裂した
のであろう。その心の中を覗き見られる何かがあったの
かもしれない。全くの想像だが、小説を書いているとこ
ろを誰かに覗かれて、ばかにされているように錯覚すれ
ば、一気に恨みの火薬が炸裂するだろう。

格差社会の負け組

１９９１年のバブル崩壊後、雇用状況は急激に悪化、
格差が広がって中間層が喪失し、「勝ち組」、「負け組」

が一般用語になった。「負け組」にはリーマン・ショッ
クという追い討ちがかかり、生活のためにパートタイマ
ーや派遣労働など非正規労働に従事せざるを得なくなっ
た。
京アニ事件容疑者もバブル崩壊後に高校を出て、派遣
従業員などで働いたが、やはりリーマン・ショックのダ
メージを被っている。
トランプ氏がアメリカの大統領になり、「アメリカフ
ァースト」と唱えて南米移民排斥策を取り出したのを機
に、世界中で格差が拡大している。トランプ大統領と仲
よしであると自認する安倍晋三首相の日本でも一層格差
が広がる傾向だ。こうした政策をとる限り、「生まれな
がらにして負け組」と自嘲する人が今後一層増えるだろ
う。そうしたなかから、「勝ち組」のキラキラ星を恨ん
で、「魔界の世界に行こう」と、「こちら側の世界」では
絶対に許されない行動を取る人が出てくることは大いに
あり得るのだ。

京アニ事件は二度と起きてはならない。ではどうすれ
ばいいのだろう。
『中二病でも恋がしたい！』では、六花の中二病は勇太
に愛されることで治った。そうした人と人との温かみの
ある絆は、「カネがすべて」と言わんばかりの経済至上
主義社会のなかで忘れられつつある。かてて加えて格差
分断社会である。今のところ有効な対策が見たらない。
京アニ事件は２１世紀の我が国の縮図なのである。

了
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文 中川眞須良

２０１９年１月、ブラジ
ル大統領に就任した「ボル
ソナーロ」氏（写真）、改革、
革新と言えば聞こえは良い
が元軍人で強硬派としての
名のほうが、とうりがよい
ようだ。早速就任早々、大
プロジェクト構想の一部を
発表したまでは良かったが、
すぐに各地、各方面からの
ブーイングの嵐だ。

その一大政策とは「アマ
ゾン流域（熱帯雨林）大開
発プラン」とでも言うべき
ものである。
過去半世紀以上にわたり

毎年日本の一つの県面積と
同じ自然が消え去り、生態
系はもちろん、地球規模で環境の激変が進んでいる事実は
全世界周知の通りである。

しかし今回の政策に対し「聖域に無断で立ち入る暴挙だ」

とする声明が一部からすぐに発せられ、広がりつつある。
その「聖域」とはもちろんブラジル全土に点在する、いわ
ゆる先住民居住保護地区である。今回の政策は先住民区の
一部が開発で消滅していくことは決して初めてではない。
初期の開発としては、北東部のパラ州、さらに東のマラニ
ョン州、そして新しいところでは、中心都市マナウスの南
南西、ボリビア国境近くの区域が開発されさらに奥地へと
進みつつある。

先住民区の歴史として１５００年のブラジル発見以来侵
略し続けられ、その開発のスピードは発見以前全体の約５
～８％にまで減少し、過去２００年で２３５部族、約７３
万人まで激減の記録が残る。そして今回のボルソナーロ政
策の一部は今まではほとんど開発に、手がつけられなかっ
た地区までその波が押し寄せる危険をはらんでいるといわ
れるからだ。

それらの地区、いわゆる「聖域」とされる一部は

１、ブラジル南部 マットグロソ地方（ボリビア国 境近く）
１、ブラジル南部 ホンドニア地方（ボリビア国境近く）
１、マナウス西部 アマゾナス地方 （ペルー国境近く）

ジュルアー河、ソリモニイス河流域
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１、マナウス西部 国立公園内山間部（ペルー国境近く）
１、特に民区が狭く孤立し情報はなく、人口、環境などの

調査不可能（何百年以上現代文明と接してい ない
と推測）とされている代表民区

・「ジャミナワアララ」先住民区
・「ジャミナワ」先住民区 などがある。

現在の先住民区の総数、約８０カ所、その多くがブラジ 
ル西部アマゾンの奥地、ボリビア・ペルーの国境近くに集
中している。民区によっては州政府などあらゆる交渉の場
に代表を派遣している民区もあれば外部との関係を一切遮
断し、今なお原始的な生活を営んでいると推測できる民区
までさまざまだ。さらに河川流域に広がる比較的広域の民
区は情報入手が容易だが、国立公園内等に山間部の狭域の
民区は情報入手困難とするデータもある。

２０００年にブラジル発見５００年を記念して先住民の
環境、人権、保護運動などが開催されそれ以降も
１、ブラジル全国司教協議会(cimi）
１、先住民宗教協議会(ブラジル）
１、熱帯雨林保護団体先住民運動(日本）
などをはじめ、世界の数多くの機関、団体が参加しその運
動が継続されている。

営々と築き上げてきた先住民の文化、その文化環境を守 
りとうそうとする国民、それらの全てを支援しようとする
世界の個人・団体のうねり。
これらの集大成はブラジルの、そして南米の、さらには全
世界の宝物である。この宝物とブラジル新政府との立場が
対峙、対立の方向に向かわないよう祈るばかりだ。
しばらくは「ボルソナーロ」から、目が離せない。

伐採される熱帯雨林（アマゾン地域）
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東京電力福島第一原子力発電所の事故の刑事責任について、東電旧経営陣に対し
て行われた裁判で、東京地裁の長渕健一裁判長は９月１９日、「予見可能性があった
とは認められない」として無罪を言い渡した。この判決は「津波が現実に襲ってく
るまで何も対策をとらなくてもいい」と述べたに等しいと、私の憤慨がおさまらな
い。これでは原発事業者は、事実上刑事上の過失を何ら問われることはないからで
ある。だが憤懣をぶちまけているだけでは第二の事故を防ぐことはできない。事故
は絶対に起こしてはならないとの観点から、原発事業者にとっての予見可能性とは
何であり、それにともなう過失の程度をどうとらえるかという過失理論の再構成が
喫緊の課題だと私は思う。私は法律の専門家ではない。しかし裁判員裁判にみられ
るように、司法判断にも市民感覚が求められる時代である。一市民として、刑事上
の過失について考えてみたい。
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に所持している者が、心身に病気がない状態で交通法規
を守りつつ運転しているとしよう。大半の運転者は（交
通規制を上回るスピードを出していることが多いにせ
よ）こうした普通のドライバーだ。ところが突然人が飛
び出してきて、はねて死に至らせたと仮定しよう。この
運転者の過失をどうみるべきだろうか。
自動車教習所と違って、実際に運転するとさまざまな
道路、交通状況に遭遇する。
では、どのように交通事情があるだろうか。私は次の
七つのケースを想定した。
① 人通りが多い商店街で、歩道と車道が分離さ
れていない。

② 人通りは多い商店街であるが、歩道と車道は
分離されている。

③ 人通りがそう多くない住宅街の狭い道で歩道
と車道の区分はない。

④ 比較的道幅が広く歩道と車道が区分されてい
る。

⑤ 住宅は少ないが道がカーブしていて見通しは
よくない。

⑥ 住宅は少なく直線なので見通しはよい。
⑦ 狭い山道で見通しは悪いが、人はほとんど通
らない。

こうした道で車を走らせるとき運転者はどうのような
態度で臨むべきであろうか。
①のような所では、運転者は「危なくてしかた
がない」と極度に緊張するだろう。いつでも止
められるように注意しながら運転することが求
められる。②の場合、歩道と車道の区分がある
からといって安心することは許されない。ショ
ッピングに夢中になっている人たちが歩道をは
み出して車道にまで出てくることは当然予想さ
れるからだ。この場合でも十分緊張しつつ運転
しなければならない。
住宅街の場合、人通りが多ければ①②と同様、
注意のうえに注意をしつつ運転しなければなら
ないが、人通りが少ない所では道幅や歩車道の
区分の有無によって注意の程度は異なるだろう。
住宅街である以上、人はいるはずだから道路に
飛び出す可能性は少なからずある。道が狭けれ
ば、とび出した人をよけることができない恐れ
が多分にある。やはり①②に準ずる注意義務は
あると思われる。道が広い場合、交通量が多い
かどうかで注意義務のレベルが異なる。交通量
が多い場合、とび出した者をよけられない可能
性があり、すぐに止まれるようスピードを抑え
ねばならない。交通量が少ないところでは、状
況に応じた注意をすることになろう。
⑤の場合、人が飛び出す可能性は低くなるが、

自動車走行イメージ

自動車運転で
の予見可能性

卑近な例ではあ
るが、普通の市民
にとって過失責任
と無縁でないのは
交通事故である。
運転免許証を正当
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ゼロとはいえないので、それなりに慎重に運転
しなければならない。⑥のように見通しがよく
人がいないことがわっていれば、まず飛び出し
はない。しかし万一のことは頭に置いておかね
ばならない。⑦のように人気のない山中では人
の飛び出しはほとんど例がないと思われる。と
はいえ全くゼロとは言えない。前方注視を忘れ
てはならない。
これらをまとめると、①②は人が飛び出すこと
は必ずある、と思っておくべきケース、③④は
人が飛び出すだろうと思っておくべきケース、
⑤⑥は人が飛び出すかもしれない思っておくべ
きケース、⑦は人の飛び出しはまずないがゼロ
とはいいきれないと思っておくべきケース――
と分けられる。
以上を予見可能性という視点からみると①②は
確定的予見可能性、③④は未必的予見可能性、
⑤⑥は蓋然的予見可能性、⑦は希少的予見可能
性――といえるだろう。

未必的か蓋然的か

自動車運転の場合、前項の例でみた通り、他人 
を死傷させるおそれが少なからずある。そこで、
正当に運転免許証を所持している者だけが交通
法規を守ることを前提に運転することが許され
ている。これを「許された危険」と呼ばれてい
る。原発の運転では、チェルノブイリ事故や福
島事故の例で明らかになったように、いったん

事故が起きると極めて広範囲に被害を及ぼす。
その程度は自動車事故の何千台、何万台分にも
当たるだろう。したがって、自動車運転と同列
に論じられるべきでなく、原則として運転が禁
じられる「許されざる危険」と位置付けられる
べきだと私は考えている。
しかし、現実には原発もまた「許された危険」
の法理にのっとって事業運営が認められている。
裁判でもこの原理にしたがって審理が行われて
いる以上、ここでは「許された危険」であると
して、その事故の過失を分析してみたい。
福島原発事故にともなって強制起訴されたのは
勝俣恒久元会長、武黒一郎元副社長、武藤栄元
副社長の３被告。
初公判は２０１７年６月３０日に開かれ、検察
官役の神山啓史弁護士は冒頭陳述のなかで、「私
たちは地震や津波がいつ、どこで、どれくらい
の大きさで起こるのかを、事前に正確に予知す
るることはかなわない。だから仕方なかったの
か。被告人らは、原子力発電所を設置・運転す
る事業者を統括するものとして、その注意義務
を尽くしたのかがこの裁判で問われている」と
述べた。（添田孝史『東電原発裁判』岩波新書・
写真）
この陳述を、確定的予見可能性、未必的予見可
能性、蓋然的予見可能性、希少的予見可能性に
あてはめてみる。津波襲来について、現在の科
学的予知レベルでは確定的予見の可能性がない
ことは検察側も認めている。一方で、三陸沖で
過去に大津波が発生していることから、「いつか
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起きるであろう」
とみられており、
希 少 的 予 見 可 能
性 で な い こ と も
明 白 だ 。 つ ま る
と こ ろ 、 福 島 事
故 の 場 合 、 未 必
的 予 見 可 能 性 、
蓋 然 的 予 見 可 能
性 の い ず れ で あ
るのかの認定と、
そ の 認 定 に よ っ
て 刑 事 上 の 過 失
責 任 が あ る か ど
う か が 問 わ れ た
のである。
この裁判では、

政 府 の 地 震 対 策
本部（地震本部）
が ２ ０ ０ ２ 年 に

公表した長期評価が俎上にあがった。過去に起
きた地震などから「三陸沖北部から房総沖の海
溝寄り」では「Ｍ８・２前後の地震が今後３０
年以内に２０％の確立で起きる」という予測で
ある。この評価を受けて、東電の津波想定担当
者と東電設計が津波高計算を行った。０８年３
月１８日、東電設計は「津浪水位は最大１５・
７０７メートルになる」との計算結果を示した。
同原発は海面から高さ１０メートルのところに
位置しているので、この通りの津波がくれば、

直撃されることになる。検察側冒頭陳述はこの
事実を明らかにしたうえで、「原子炉・タービン
建屋内に海水を浸水させない対策が必要になる」
と指摘。実際に東電設計が防潮提の設置などの
対策を盛り込んだ報告書を東電に提出している
ことも冒頭陳述で示している。
東電設計はいうまでもなく東電関連会社であ
る。その内輪の技術者から具体的対策を求めら
れた時点で、「必要な防止策を講じなければ事故
が起きるだろう」との予見可能性があったとみ
るべきであろう。つまり未必的予見可能性があ
ったのである。
一方、被告人側弁護士は冒頭陳述で「高さ１５
・７メートルの津波想定は試計算に過ぎない。
地震津波はどこで地震が発生するかなどの根拠
を示しておらず、信頼性について専門家からも
疑問視されている」と真っ向から否定した。
被告側は「津浪がどこで起きるかはっきりしな
かった」というのである。津波が起きないとも
言っていない。要するに「起きるかもしれない
が、それだけでは手を打てない」というわけだ。
これは蓋然的予見可能性の範囲であろう。
裁判では長期評価と津波高予測の信用性が争点
になった。言い換えるなら、未必的予見可能性
なのか蓋然的予見可能性なのかが争われた。

蓋然的結果回避義務を怠る

判決は長期評価について「地震発生の可能性の
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具体的な根拠を示しておらず、専門家や内閣府
が疑問を呈していた」とし、「客観的な信頼性、
具体性があったと認めるには合理的な疑いがあ
る」と証拠力を否定。原発の自然災害に対する
安全性について「どのようなことがあっても放
射性物質が外部に放出されることは絶対にない
といった極めて高度なレベルでなく、合理的に
想定される災害を想定した安全性の確保が求め
られている」とした。
１５・７メートルの津浪高計算値については、
「武藤元副社長や武黒元副社長は部下から長期
評価の見解に根拠がないと報告を受けていた。
勝俣元会長は１０メートルを超える津波の可能
性を示唆する見解があると認識していたが、内
容や信頼性は認識していなかった」と経営幹部
を擁護。「直ちに工事に着手し、完了まで運転を
停止しなければ事故が起こり得ると認識してい
なくても不合理とはいえない」として彼らの不
作為を許容した。
こうした判断の上で、３被告について「結果回
避義務を課すにふさわしい予見可能性があった
とは認められない」と結論づけ、「刑事責任を負
うことにはならない」と、無罪を言い渡した。
全面的に被告人の主張を認めた判決であること
は歴然としている。「勝俣元会長は１０メートル
を超える津波の可能性を示唆する見解があると
認識していた」との認定は、蓋然的予見可能性
の論拠と言えるだろう。
では長渕裁判長はなぜ蓋然的予見可能性の範囲
であると考えたのだろう。言い換えるならば未

必的予見可能性との違いはどこにあるのだろう。
本判決で私が驚いたのは、原発の安全性につい
て「どのようなことがあっても放射性物質が外
部に放出されることは絶対にない、といった極
めて高度なレベルでなく、合理的に想定される
災害を想定した安全性の確保が求められている」
とした点だ。災害の程度によっては放射能が放
出される事態になってもやむを得ないと司法が
認めたわけだ。とんでもない津波に襲われたの
だから不可抗力、というのである。
さすがにこの判断のままでは具合が悪いと考え
たのか、「自然現象に起因する重大事故の可能性
が一応の科学的根拠をもって示された以上、安
全性確保を最優先し、事故発生の可能性がゼロ
に近くなるよう必要な結果回避措置を講じると
いうことも社会の選択肢として考えられないわ
けではない」と、安全運転義務の基本原則に言
及している。この認識を前提にするならば、大
津波について「一応の科学的根拠をもって示さ
れた」のだから、未必的予見可能性があったと
判断するのが筋であろう。
しかし同裁判長は「本件（福島事故）発生前ま
での時点で当時の法令上の規制や国の指針、審
査基準は絶対的安全性の確保までを前提にして
いなかった」と、安全性の原則をひっくり返し
た。事故前こそ「安全神話」が世を覆っていた
ことを無視するのである。
私はこの判決が津波予測について蓋然的予見可
能性と判断した、と述べた。それは「津浪が襲
ってくるかもしれない」との認識はあったとい
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う こ と だ 。
自 動 車 運 転
の 場 合 、 人
が 飛 び 出 し
て く る か も
し れ な い と
思 え ば 、 そ
れ な り に 注
意 し な が ら
の 運 転 が 求
め ら れ る 。
実 際 に 人 が
飛 び 出 し て
き て 、 不 幸
に も は ね て

しまった場合、自動車運転過失致死傷の罪から
逃れることはできない。山中の絶対に人はいな
いと思われるところで人をはねた場合も、言い
逃れは許されない。にもかかわらず、比較にな
らいほどに膨大な被害を及ぼす原発では刑事責
任が免れるというのはどういうことであろう。
蓋然的予見可能性があるならば、それに相応す
る蓋然的結果回避義務が生じる。福島第一原発
事故で問題になったのは、非常用電源まで失わ
れて原子炉がメルトダウンを起こし、その結果、

放射能が放出、拡散されたことだ。メルトダウ
ンに至らなければ、原発建屋が津波をもろにか
ぶっても、最悪の事態にはならなかった。要す
るに非常用電源を津波から守るために高台に移
し替えていれば、このようなことにならなかっ
たのだ。蓋然的結果回避義務を怠ったのである。
その対策すらとらなかったことに刑事責任はな
いのか。
自動車運転者は予見可能性が少しでもあれば過
失に問われる。それは「許された」とはいえ「危
険」であるからなのだ。原発事業者が過失に問
われないならば、原発は「許された危険」です
らなく、「許された無責任」というほかない。原
発大国の国民にとってこれほど不幸なことはな
い。

写真：事故を起こした福島原発・ウィキペディア
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神宿る。能登國一宮　氣多神社　神木の杜　片山通夫

ちょうど能登半島の付け根あたりにこの神社はある。
「けたたいしゃ」と読む。 境内裏手には、神社において
社殿や神社境内を囲うように密生してる原生林の「社叢」
が広がっている。「入らずの杜」として立ち入りは禁止さ
れている。
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祭神の大己貴命は出雲から舟で能登に入り、国土を開拓したのち守護神としてこの地に鎮まったとされる。
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神社裏手の「入らずの杜」
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祭神の大己貴命（大国主）は、社伝（『気多神社縁起』）によれば、第八代孝元天皇の御代に祭神
の大己貴命が出雲から 300 余神を率いて来降し、人民を苦しめていた化鳥・大蛇を退治して海路を
開いたという。『古事記』によれば、その後大己貴命は翡翠の女神沼河比売命（ぬなかわひめ）と
結ばれた。翡翠は新潟県糸魚川産が有名。神代の時代から神秘的な勾玉として用いられた。
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大阪ぐりぐりマルシェ
（御堂筋西沿い難波神社境内）

写真・文 中川眞須良

毎月第二土曜日、ここに人と人とのつながりを重視した、自然に寄り添い、大地
に負担をかけず、収穫物の旬を大切にし、さらに本来の味を追い求めながらの農産
物及びそれらの加工品全般の即売会の「市」が立っている。
取り扱われている品物は現物（コメ・麦・大豆・野菜全般）、加工品（豆腐・こん

にゃく・茶・ジャム・油など）、食品以外の関連品（染物・生地・小物・アクセサリ
ーなど）、その場で味を楽しめるジューズ、コーヒー、カレー、餃子の店など、多様
にわたり店舗総数は約 30 に及ぶ。この「市」の一番の特徴は何といっても、あたた
かい人の繋がりと底抜けの明るさである。一店舗 2・3 人（夫婦・親子・兄弟・グル
ープ・友人）とお客様との会話には、笑顔が絶えない。
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御堂筋沿いの案内板

と難波神社の地図
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人物時計　第二土曜日の再会　中川眞須良

今岡 聡智子
(イマオカサチコ ３４歳）

アメリカ カルフォルニア産「ホボバ」の実を主材料として
調達、独特のスキンケア商品を製造・販売。
エキゾチックな風貌は当マルシェの人気者
出店二年目 堺市在住 2019 年８月撮影
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昭和の引き出し「入り子のあった生活」　鄭容順

『いりこのあった生活』
元民族新聞記者 鄭 容順（写真も）

昭和から平
成、そして今年
は令和元年を
迎えた。昭和19 
年(1944年)生
れの私は昭和
時代を長く生き
てきた。西暦の
記述にこだわ
る人もおられる
が、昭和時代を

長く生きた私にはこの度、日本政府が発表している元号で
記述していく。

平成は電子機器の発達で昭和では考えられなかった生活
スタイルが一変した。携帯電話が発達し、各々鞄の中に携帯
電話が入っていた。どこに居ても通話ができた。携帯電話が
ない時代、待ち合わせに苦労した。待ち合わせに遅れて来
る人に、最寄りの駅の掲示板にチョークで、今どこにいると書

いていた。駅の改札口を間違うというすれ違いもあった。
今はお金さえ出せば何でもある世のなかになった。
家庭料理の味、出汁を作るのも今は、液体、粉末、固体と

数知れず、種類豊富にある。最初は抵抗があるものの使い
だすと便利でスーパーに並んでいる出汁を何種類か購入
して家庭料理に使っている。その片隅に置かれているのが
「出汁じゃこ」である。つまり「いりこ」である。いりこは鰯、鰺な
どの子どもである。

年輩の人は今も出汁じゃこで出汁をとっておられるだろ
う。出汁には昆布もかつお節も貴重である。
私の子どものころ、ざるの中にじゃこが入っていた。母親は
朝の味噌汁にこれで出汁をとっていた。時にはじゃこが栄養
があるのか、菜っ葉などの野菜といっしょに煮付けて、じゃこ
も一緒に食べていた。どこの家でもこれが普通だった。自然
にカルシウムになって骨が作られていた。当時の子供たちの
骨の強さはここにあったのだろうか。当時の子どものおやつ
はサツマイモのをふかしたもの。これも飽きてくる。私は時
々、じゃこをおやつにしていた。これを知った母親は「また食
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べた」と、言って
は怒っていた。
現在の家庭
で、もちろん出
汁をきちんとと 
っている人もい
るだろう。しかし
スマートフオン
で料理画面を

見ていると、老若問わず、家庭の主婦は種類豊富な市販の
粉末、液体に固形などの出汁を取り揃えて調理にあれこれ
と使い分けている。もちろん便利になった。時短で調理もで
きる。
もうひとつの出汁に「（）鰹節」がある。。鰹の身を加熱して
乾燥した保存食品。削り器で削って味噌汁の出汁にした。削
り器から漂う香りに食欲もわいた。その昔、手作業で家事を
していた主婦たち、その都度、削り器で鰹出汁を作ってい
た。
それが普通だった。
料亭では今もこの出汁だろうか。手間がかかるが高級感

がただよう。

介護施設の高齢者が話していた。「いりこは好きになれ
ず、野菜の煮付けに入っていると食べなかった。削り器で削
る鰹節、小さくなると鰹節を金槌でたたいていた」と。なるほ
ど、昔の人の生活の知恵がどこかにあった。
台所は炊飯器、ガスコンロ、洗濯機と開発して女性の暮し

は楽になった。スピードを尊いと考えた社会は、削り器を使う
家庭も減少、もちろんいりこを使用する家庭も少なくなった。

インスタントラーメンが美味しくなったのは、出汁の開発の
重ねてきたものだろうか。1950年代に出はじめたインスタン
トラーメン、ここにインスタントラーメンのネーミングを記述、
「日清ラーメンのチキンラーメン」、私は1961年、高校2年の
時、初めて食べたが、美味しいと思わなかった。また挑戦し
て高校3年の時、食べた時は美味しかった。、それからどれ
ほどの会社、どれほどの種類のインスタントラーメンが登場
してきただろう。やはり出汁が美味しいから老若男女問わ
ず、虜にしたのだろうか。あまりの人気に食べ過ぎると体に
悪いといわれたが、今も人気は衰えない。ラーメンの中にも
出汁、「いりこ」が使われているのだろうか。最近、骨折しや
すい子どもたち、せめて子育て時代は「いりこ」を出汁にし
て、菜っ葉の煮付けに入れて見てはいかがだろうか。いりこ
は苦味や臭いがあるというので、料理番組を見ていると、い
りこの頭とはらわたをとっていく。この作業も面倒なことであ
る。私の子どもの頃、取っている家もあっただろうが、ほとん
どそのままにしていた。時には味噌汁にも入っていた。中に
は出汁じゃこを残しておいて佃煮にもした。

なにげない、「いりこ」の話だが、昭和の引き出しを開けて
みて思う。時には戦争もあった昭和だが、人の繋がりがあっ
たほのぼのとした家庭料理を思いだす。

参考 「いりこと煮干しは同義語：一般的に、西日本で
はいりこ、東日本では煮干しと呼ばれている」ようだ。
関東では小さい煮干しをいりこと呼ぶ人がいるなど、地
域によって呼び名が異なる。
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歴史の町をゆく　渡来人たちの宴 扶余編　片山通夫

片山通夫

お断り：「渡来人たちの宴」の続きは Lapiz のホームページに順次掲載します。
ぜひお読みください。 ⇒ https://lapiz-international.com/
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歴史の町をゆく　渡来人たちの宴 扶余編　片山通夫

初めに

Lapiz 2019 秋号で「ス 
サノオ追跡」で、スサノオ
が高天原で大暴れして追放
され、地上に降りてきたと
ころまでは書いた。
こうしてみると、スサノ

オはいわゆる末っ子のわが
ままという性格がもろに t 
￥出ているように思えた。

その後、日本書紀による
と、彼はまっすぐに出雲に
降りたわけではなかった。
どうも朝鮮半島の新羅の国
の曽尸茂梨（そしもり）と
いうところに降り立った。

京都の八坂神社の社伝に
「斉明天皇二年（656）高
麗の調度副使伊利之使主の
来朝にあたって、新羅の牛
頭山に坐す素戔鳴尊をまつ 
った」とある。656 年とい
うと、まさに白村江の戦い
で倭国と百済の連合軍が

唐と新羅の連合軍に敗れた
頃であり、大勢の兵士や百
済人たちが倭国に帰国・亡
命してきた混乱の時期だっ
た。勝った新羅にしてもあ
まり平和な雰囲気ではなか
っただろう。まして略奪と
焼き討ちに明け暮れた扶余
の都は見る影もなかったと
思われる。現に奈良や京都
の社寺のような当時の遺構
はほとんど残っていない。

筆者は深まりゆく秋の扶
余の町を先月（11 月半ば）
に訪れた。日本書紀の記述
と司馬遼太郎氏の街道をゆ
く「韓（から）の国紀行」
に誘われて。
これは「スサノオ追跡」

の続編ともいうべき「渡来

飛鳥美人・奈良高松塚古墳 人たちの宴」である。
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扶余（ぷよ）へ

昔、歴史の時間 
に「白村江の戦い」
という戦いに関し
て至極簡単に習っ
た覚えがあった。
ハクスキノエ？ハ
クソンコウ？読み
方もおぼろげな
ら、時代もあいま
いだった。ひょん
なことから古くか
らの友人たちと島
根県へ行くことに
なった。昨年の秋
のことだった。そ
の旅行は単なる観
光というか、旧交
を温める目的だけ

の気楽な旅行だった。その時、ボクは出雲大社の隣にあ
る島根県立古代出雲歴史博物館で驚くほどの数の青銅の
剣をみた。
もちろん出雲には「たたら」という製鉄技術があるこ
とは知っていた。しかし日本中の青銅の剣や銅鐸がこの
博物館で見るとは思わなかった。
それからである。出雲風土記や日本神話、古事記と日
本書紀などを読み漁ったのは…。面白いほどの世界はボ
クの目の前にあった。伊弉冉と伊弉諾、高天原、アマテ

ラス、とりわけ第三子の神・スサノオに取りつかれた。
高天原で大騒ぎしたスサノオは多くの神々の追及を受け
て高天原を追放された。なんでも母・伊弉冉のいるとい
う根の国に行きたいと駄々をこねて大あばらしたとか
…。わがままな末っ子だった。出雲には彼のエピソード
があちこちに残されている。極めつけは東出雲の「黄泉
平坂（よもつひらさか）」。根の国との境というか、行き
来する入口なのだ。

ところが日本書紀を読み進んでいるうちにとんでもな
いスサノオのエピソードが出てきた。「スサノオはまっ
すぐに出雲へ降りたわけではなかった。一説には朝鮮半
島の新羅・曽尸茂梨（ソシモリ）というところへ立ち寄
っている。この曽尸茂梨という場所は確定できていない。
ついでに言うと白村江の戦いの場所も確定されていな
い。このことは址で述べる。
いずれにせよ、白村江の戦いで倭国と百済の連合軍は
唐と新羅の連合軍に惨敗した。つまり倭国は 4 万もの軍
勢を送ったのに、そのほとんどを失ったようであった。
そして百済は滅亡した。
その百済の滅亡前の都が扶余で、当時は 泗沘（サビ、
しび）と呼ばれていた。

ソウルから高速バスで忠清南道・公州を経ておよそ 3
時間で扶余に着く。

百済 4 世紀前半-660 年
漢城時代（475 年まで）、熊津時代（475-538 年）、
泗沘時代（538 年ー 660 年滅亡）
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扶余の町

結論から言うと、扶余の町にはほとんど何も残
っていなかった。博物館では先史時代からの土器
など、そして百済の都時代でも悲しいほど大した
ものが残っていなかった。ただ「百済金銅大香炉」
（左の写真）と呼ばれてる高炉は素晴らしい出来
だ。また百済という国は仏教が盛んだったようで、
百済末の 120 年間で唯一残っているのが定林寺と
いう寺院の 5 層の石塔（右の写真）だ。考えてみ
れば、石なのだから、焼失するわけはない。
百済は 660 年に滅んだ。唐・新羅軍と倭・百済

軍が錦江河口付近で最後の戦いをした。白村江の
戦いである。倭軍が乞われて出兵したのは 663 年
で同年 8 月 27 日-同年 8 月 28 日間戦ったが倭・
百済連合軍は惨敗した。

百済の都址
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「落花岩」

落花岩

百済や白村江の戦いなどに関しては、様々な歴史本が 
出ているのでここでは述べない。ただ戦いの陰には悲劇
に見舞われた女性が多くいた。百済滅亡の時も王宮には

人ともいわれた官女は「落花岩」と後世名付けら
れたであろう錦江にのほとりに立つ岩山。官女たちは背
後から追ってくる唐・新羅連合軍の兵士からの凌辱を避
けるためこの岩山の崖から次々に身を投げた。彼女たち
は身を投げる際、恐ろしさを和らげるためか、チマ（民
族衣装のスカートのようなもの）を頭からかぶって飛び
降りた。そのさまがその姿が水に落ちる花にように見え
たのだという言い伝えから「落花岩」と名付けられたと

もいわれている。

この戦いの時期、つまり 660 年当時、倭国は斉明天皇
の時代。実際は中大兄皇子が政務をつかさどった。この
時代、倭国はいわゆる古墳・飛鳥時代。まだまだ天皇の
存在を国中に知らしめるところまでゆかなかった時代だ
ったと思う。

書き忘れたわけではないが、斉明天皇は女帝で、のち
の天智、天武天皇の母である。さて斉明天皇は友好国・
百済の復興を助けるために、朝鮮半島・錦江まで一説に
は 4 万という大軍を出した。当時倭国には人質として滞
在していた百済王子・扶余豊璋がいた。豊璋を急遽帰国
させるとともに阿倍比羅夫らからなる救援軍を派遣した
が、この白村江で惨敗した。

663 年の白村江の戦いの後，667 年 3 月中大兄皇子は
都を飛鳥から近江へと遷都した。そして翌年１月に天智
天皇として即位する。遷都の理由の大きな理由に、白村
江の戦いの惨敗があった。飛鳥では国の守りが十分では
ないと考えたのだと思われる。よほど応えたのだ。
同時に百済人が渡来人として大勢やってきた。彼らの
力を借りて国造りをした。律令制の確立もこの時期のこ
とだった。660 年に百済滅亡、663 年の白村江の戦いで
の敗北などの諸条件並びに唐・新羅との対立などで、倭
朝廷は深刻な国際的危機に直面した。そこで朝廷は、ま
ず国防力の増強を危機感を共有した支配階級とともに図

3000
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り、天智天
皇は豪族を
再編成する
とともに、
官僚制を急
速 で 整 備
し、統一国
家としての
国制改革を
精力的に進
め て い っ
た。その結
果、大王（天
皇）へ権力
が集中する
ことになっ
た。この時
期に編纂さ
れたとされ
る 近 江 令
は、国制改 斉明天皇

号線を走っていた。ふと気が付くと「鬼室神社」と
書かれた標識が目についた。かわった名前にひかれてい
ってみることにした。

調べて分かったことは「鬼室」は古代百済の貴族の姓
だということ。そしてこの神社に祀られているのは「鬼
室集斯（きしつ しゅうし）」という人で、日野町小野と
いう見るからに素朴な集落にその神社はある。
ただこの鬼室集斯はタダモノではなかったようで、百
済にでの官位は達率、倭国亡命後の倭国における官位は
小錦下・学職頭だった。この学職頭とは今で言う大学長、
もしくは律令制下での文科大臣かとも思われる。つまり、
国の学制をつかさどったのではないか。

革を進めていく個別法令群の総称だったと思われる。

相当恐ろしかったと見える。

滋賀県日野町にある鬼室神社

鬼室集斯と鬼室福信

その近江に日野町という町がある。ある時筆者は国道
307
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詳 - 663 年）に興味があった。この福信の遺跡ともいう
べき彼が祀られているのは、扶余の町の恩山別神堂であ
る。秋がたけなわの扶余の町外れにそれはあった。あい
にく周りには人はいない。
かけられていた説明版は日本語も書かれていて次のよ
うに読める。

（前略）百済復興軍の魂を慰めた余徳で疾病を退治し、
村全体が穏やかになったので祠を建てるようになったと
伝えられている。（後略）

ここで少し百済滅亡時の様子を説明して置きたい。
新羅の武烈王は百済に侵犯された領土の回復を唐の

高宗に訴え、唐はその機会を捉えて新羅支援を口実に百
済を討つことに。そして運命の 660 年、唐は水陸合わせ
て 13 万もの大軍を百済攻撃に向けた。一方の新羅は 5 
万が出兵、百済を東西から挟撃した。百済兵は果敢に戦
ったが、泗沘城は陥落、熊津城にいた最後の国王義慈王

も降伏、百済は滅亡した。しかし唐の目的は高句麗の攻
略で、唐から見てかなり遠い百済はあまり魅力がなかっ
たように思える。唐軍はこの後、高句麗へ北上する。こ
の間隙を縫って鬼室福信や黒歯常之らによる百済復興運
動が起きた。百済王族の一人扶餘豊（日本書紀では豊暲）
は倭に人質としてきていたが、呼び戻され、百済の復興
をめざして立ち、倭（大和王権）に救援を要請した。６
６３年、錦江の河口の白江（日本書紀では白村江）に倭
の援軍の水軍が到着、百済の水軍とともに唐・新羅連合
の水軍と衝突し百済・倭軍側が大敗し百済は完全に滅亡
した。
さて日野町の鬼室集斯と鬼室福信の関係だが、鬼室

集斯の叔父だとか諸説があるが定かではない。
鬼室福信は『日本書紀』によると、663 年 6 月に、百
済王豊璋が福信の謀反を疑って捕らえ、その掌を穿って
革紐で縛った。それから諸臣に対して福信を斬るべきか
と問うた。達率（二品官）の徳執得は「これは悪逆人で
あるから放しおくわけにはいかない」と答えた。福信は
執得に唾して罵ったが、王は福信を斬らせ、その首を塩
漬けにした。鬼室福信の最後である。

一方の鬼室集斯は 665 年 2 年に福信の功績によって天
智天皇から小錦下の位階を与えられ、百済の民男女四百
余名と近江国神前郡に住居を与えられたが、天智 8 年
（669 年）男女七百余名とともに近江国蒲生郡に移住さ
せられたとある。反逆者に落ちた「福信の功績」という
のがよくわからないが、いずれにしても鬼室集斯は天智
天皇のもとで律令の制定に持っている知識を使った。そ
して学職頭（今でいう文科大臣か？）また肥後国の豪族
菊池氏を集斯の後裔とする系図もあるようだ。

恩山別神堂（扶余）

実は今回
扶余の町へ
行ったのに
は訳がある。
この鬼室

氏の縁者と
もいうべき
鬼室福信（き
しつ ふくし
ん、生年不
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作・挿絵 いの しゅうじ

ほら穴

勘太は校門のところでイッ子せんせいをまっている。 
隆三のおとうさんから「げんし人がよこ穴にすんでた」
と聞いたので、げんし人とよこ穴のことをたずねてみよ
うと考えたのだ。
せんせいが自転車でやってきた。
「あら、勘太くんじゃないの」
いつもおどおどしているのに、きょうはどうしたの？
というおどろきの目で勘太をみつめる。
「げんし人ってどんな人ですか」
「げんし？」

「よこ穴にすんでた人です」
「あ、原始人ね。原子爆弾かとびっくりしたわ」
せんせいはククッとわらう。
「じゃあ職員室にいらっしゃい」

イッ子せんせいのつくえは職員室の窓のところ。入り
口でもじもじしていると、せんせいが「こっちよ」と手
でまねいてくれた。
「どうしてげんし人のこと知りたくなったの」
隆三のおとうさんが教えてくれた、とこたえると、せ
んせいは書だなから絵本をとりだした。
本のだいは「日本の歴史 旧石器時代」。「狩りをする
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古代人」のページをひらくと大きな絵。石オノを手にし
たターザンみたいな姿の男たちがシカをつかまえてい
る。

「二万年以上も昔よ」
「よこ穴にいたんですか」
「ほら穴にいたんじゃないかしら。スペインに有名な洞
くつがあるわ」
勘太には、せんせいの言うことがよくわからない。お
宮さんの森であそんだターザンごっこが、げんし人ごっ
こだったとわかっただけでも、しゅうかくだ。

教室にもどると、隆三がそばによってきた。
「よこ穴できたんや」

隆三のおとうさんがきのう山に行って準備したらし
い。
つぎの日曜日。テッちゃんに武史、徹がくわわって隆
三の家へ。
おとうさんがドンゴロスという布袋を五枚、作業小屋
からとりだしてきた。ナイフで底を二十センチほどあけ
て、両わきをばさっと切る。
「着てごらん」
子どもたちが頭からかぶる。ゴワゴワして着ごこちが
わるい。
「げんし人や。ぜいたく言うたらあかん」
おとうさんはなべ、まないた、アルマイトの食器、み
そ入りの袋、キャベツを子どもたちにもたせる。みそ汁
をつくるつもりらしい。
「カンテキとマッチは？」
カンテキは七輪のこと。テッちゃんがたずねると、隆
三のおとうさんはニヤッとわらった。
「出発や」
隆三のおとうさんの後についてうら山をのぼる。十分
もすると頂上。さらに山がつづいている。ササがうっそ
うとしているだらだら坂を三十分ほどすすむと、せまい
空き地にでる。
「着いた」

空き地は草がぼうぼうに生い茂っていたが、隆三のお
とうさんがわざわざ刈ってくれていた。
空き地のむこうに巨大な岩がすいちょくにたってい

る。その岩の下には、何かにえぐられたような大きな穴。
はばと高さが二メートル、奥行きは三メートルくらい。
「子どものころ、ここであそんだんや」
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げんし人の横あなやった、とおじいさんから聞いたと
いう。
「うそやと思うけど」
わらいながら、おとうさんはほら穴の中から、ノート
半分くらいの石を五個もってきて、なわで棒にくくりつ
けた。
「石オノができた」
勘太らが石オノを手に、
「シカがりだ」
とはしりまわる。そのころあいをみはからって、隆三
のおとうさんは大きな声でみんなを呼んだ。
「さあ、火をおこすぞ」

火おこし

隆三のおとうさんが板を布袋からとりだした。長さが
二十センチくらいの杉の板だ。
「これで火をおこすんや」
テッちゃんが「マッチは？」ときく。「使わん」とい

う返事。
歴史が好きという武史が自信ありげにたずねる。
「火打ち石を使うんでしょ」
「ちがう」
おとうさんは布袋から三十センチくらいのなわ、五十
センチくらいの細い棒をだした。
「火をおこす道具や。どんなふうに火が生まれるか考え
とき」
と言って、なわをときほぐし、ふわっと丸くしている。
「何につかうのん」と勘太がたずねると、おとうさんは
地面に「火口」とかいた。
「ひぐち？」
「ほくち、と読むんや。これが火だねになる」
「おふろたくとき、はじめに新聞に火をつける。その新
聞みたいなもんか」
テッちゃんの質問におとうさんは、
「そや、その新聞や」
と笑顔でこたえ、
「枯れたススキをさがしといで」
とみんなに命じる。
そういえばここに来るとちゅう、ススキが風にゆれて
いた。
ススキを取ってくると、お父さんはほら穴の入り口に、

151



読切り連載　アカンタレ勘太　いの しゅうじ

ススキと木の枝を山形に組みあげる。
「さあ、はじめるぞ」
そばの切り株のうえに板と棒をおく。
棒の先に板をあてがい、両手できりもみにくるくる回
しはじめる。
勘太は目をこらす。板が棒でこすられたところに木く
ずができる。
三分、五分――。木くずが赤くなる。
おとうさんはこの木くずを火口に移しかえる。
フーと息を吹きかける。ボッと小さく炎があがった。
「火や、火がついた」
テッちゃんは、体に火がついたみたいにこおどりした。
「マッチに火がつくのと同じりくつや」
といったのは武史。
「きみは賢いなあ」
隆三のおとうさんは火口を手のひらにのせ、その火口 
でススキに火をつける。しばらくすると木の枝に火がも
えうつり、ボーと炎がもえあがる。
「せいこう」
おとうさんはみんなに用をいいつけた。
武史と徹はキャベツを切る石をさがす役、テッちゃん 
はおたまの代わりの枝を見つける役、勘太はなべに水を
入れる役。隆三は火のまわりを石でかこってかまどをつ
くる役。
勘太は鉄なべを手に岩のうら側にむかう。岩の間から
水がわいている、とおとうさんが教えてくれたのだ。
すぐに見つかった。だが草のうえをチョロチョロと流
れているだけだ。
ニ十分たっても勘太は帰ってこない。
とがった石でキャベツを切りおえた。みそをなべに入

れるおたまの準備もできている。
なべはまだかとみんなイライラしている。
ようやく勘太の姿がみえた。
「勘太、はしれ」
テッっちゃんが大声をあげた。
勘太は水がいっぱいのなべをかかえながら走る。
煙がぱっと目にはいる。ほら穴の手前の小さな段差に
けつまずいた。
体がぽーんと宙にはねる。
「あっ」
と勘太がさけんだとき、なべが手をはなれた。水が滝
になってどっとかまどに流れおちる。
ジュー。
たちまち火は消えてしまった。

次号に続く

152



執筆者紹介
小田 真（おだ まこと）1952 年生れ,堺市育ち。ドローン歴 6 か月。
写真歴 15 年。
井上脩身 1944 年、大阪府生まれ。70 年、毎日新聞社入社、鳥取支局、奈良
支局、大阪本社社会部。徳島支局長、文化事業部長を経て、財団法人毎日書道会

関西支部長。２０１０年、同会退職。Lapiz 編集長
中務敦行 65 年読売新聞大阪本社入社、写真部勤務、新聞カメラマンとして、
あらゆるジャンルの写真を取材、98 年 読売新聞大阪本社写真部長 03 年退職
中川眞須良 1945 年兵庫県淡路島生まれ。モノクロ写真を続けて 45 年。ま
すますその深みにはまりもがく日々を過ごす。

神戸生まれ、兵庫県在住。神戸市外国語大学卒業。建築士、フォトグ

イ・イエシク（E-SIK LEE）1949 年サハリン州生まれ。1989 年から、
韓国語新聞セコリョの写真記者.1991 年からは「サハリン韓人」をテーマに活動
ジュ・ミョンス（Dyu・Men Su）１９４８年、サハリン州生まれ。ユ
ジノサハリンスク在住。ロシア画家同盟会員、２０１３年、ロシア画家同盟より

「創作活動の成功及びロシア芸術発展へ貢献したものに送る賞」を受賞。２０１

４年、ロシア連邦功労画家称号を受ける。

渡辺 幸重 (わたなべ ゆきしげ)
年、鹿児島県屋久島生まれ。新聞記者、編集プロダクション経営、大学教

員などを経て、フリージャーナリスト。「島と海」をライフワークとし、環境、

地域、人権の問題などに取り組む

村島 吉彦 （むらしま よしひこ）１９４４大阪市生まれ、枚方
市育ち。カメラを持ったのは小学校４年頃 二眼レフが最初。
片山通夫 44 年大阪生まれ フリー サハリン残留朝鮮人のルポルタージュ

などいたってマイナーなテーマを追う。

今年もあとひと月。早いものです。今月もきっと
あっという間のひと月なのでしょうね。

安倍政権は大変な事態に陥っています。もう必死
にその席にしがみついているとしか言いようがない
ですね。言っちゃ悪いが、いい年をした方々が…。
聞いている我々も驚きの連続。「日本人」とか「美し
い日本」とか耳障りの言い言葉を吐くのなら、潔い
最期を見せてほしいものですね。

今号は恒例のカレンダーを付けました。テーマは
近江です。ぜひご活用ください。
よいお年をお迎えください。

編集長 井上脩身
編集・発行人 片山通夫

2019 年 12 月 1 日発行
Free

本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・翻案権・上映権・譲渡権・公衆送信権（送信可能化権を含む）は著作者および

ラピス・インターナショナル株式会社が保有します。本書の無断複写は著作権法上での例外を除き禁じられています。複

写される場合は、そのつど事前に許諾をえてくださいださい。

ラピス・インターナショナル
大阪市北区中崎西４－２－２１－６０９

北博文
ラファー。

1951

153






























